
H航123便墜落事故対策の記録

附和 61年 3月

群 馬 県





日航123便が墜落した高天原山系の現場

生存者の救出にあたる上野村消防団員と自衛隊員

（上毛新聞社提供）



生存者をヘリコプターに収容する自衛隊員

機体後部が墜落したスゲの沢で捜索にあたる消防団員・自衛隊員・警察官



l / 
急峻な地形のため夜を徹して第2ヘリポートを急造する自衛隊員

捜索のため現地出動態勢を備える上野村消防団員



墜落現場の活動拠点となったヘリポート付近で活動する群馬県警察

空輸された遺体を収容する多野藤岡広域消防本部職員等



はじめに

520名の尊い生命を奪う航空史上未曽有の大惨事となった日本航空 123

便大型旅客機が多野郡上野村の山中に墜落して既に 7か月を経過いたしま

したが、その惨状はいまなお記憶に新しいところであります。

この事故に遭遇され非命の最期をとげられた 520名の方々のご冥福を改

めてお祈り申し上げますとともに最愛の肉親を失われて悲嘆の毎日を過ご

されているご遺族の皆様に対して心からご同情申し上げます。

この事故の発生と同時に県といたしましても事故対策本部を設置し、救

援活動に取り組んで参りましたが、救出・救援活動に夜を徹してあたられ

た、警察、自衛隊、消防、医療関係機関の方々、ボランティア団体の方々に

対しまして厚くお礼申し上げます。

私たちは、一日も早くこの事故の原因が解明され、二度とこのような不

幸な事故が起ることのないことを心から強く念願するものであります。

本記録は、この事故の概況とその救難救助対策の状況等について記した

ものであります。

これが、今後の対策推進にあたって多少なりとも参考になれば幸いであ

ります。

昭和 61年 3月

群馬県知事清水一郎
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第 1 事故の概要

澄み渡った青い空、原生林に覆われた緑の山々、青い流れの神流川原流は大古をしのば

せる大自然に囲まれた人口 2千足らず、 9割を山林で占める多野郡上野村がある。

夏とはいえ連日熱帯夜の猛暑、静寂を誇るこの上野村の奥深い山中に、コソトロールを

失った日航ジャンボ機が轟音を唸らせ激突炎上するという単独機では、航空史上世界最大

の大惨事が発生した。

1 事故発生日時及び宰故に至る経緯

(1) 事故発生日時

昭和 60年8月 l2日（月） 午後6時 57分頃

(2) 事故に至る経緯

事故機は、 8月 12日午後6時 l2分に東京国際空港を離陸し、大阪国際空港に向

け飛行中、午後 6時 25分伊豆半島東方上空で東京航空交通管制部に対し、異常事態

が発生した旨の緊急連

絡を行った。

それ以後の飛行Iレー

トは、予定コースを大

きく外れ不安定の飛行

を続けながら富士山の

西側の上空を通過し北

東に向かった。午後6

時 57分頃、羽田レ

ダーの画面から同機の

機影が消失した。

•. 
高天税

圭祈，"

日筑機墜落事故現場

概観図
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2 発生場所

群馬県多野郡上野村大字楢原字本谷3577番

国有林 76林班 う小班 （高天原山系の無名尾根）

現場は、群馬県の南西端に位僻し、前橋市所在の群馬県庁から直線約 44キロメ
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ートル、上野村役場から直線約 11キロメートル、長野県境から約700メートル、

標高 I,5 6 0メートルの地点である。

距離関係

未舗辿

3 事故航空機

東京国際空港 I 8 : I 2発 大阪行き

日本航空 I 2 3便 （ボーイング 747-SRJ A 8119号）

所有者 日本航空株式会社

（代表取締役（当時）高木捉根）

機長高渋雅己

4 被害の状況

(1) 塔乗者

乗員 15名 乗客 50 9名

(2) 死傷者

計 524名

死者 520名（乗員 1 5名 乗客 505名）

傷者 4名（乗客 4名）

吉崎膊子 さん 当時 35歳 重偽

吉崎美紀子 さん ＂ 8歳 ＂ 
落合 由美 さん ＂ 26歳 ＂ 
JI! 上炭子 さん ＂ I 2歳 ＂ 

(3) 山林焼失

ア 焼失面桁 3. 3 fo 

イ 損 卦Fマ カラマツ、広葉樹 3,300本

損害額約 400万円相当

ウ 山林所有者国

5 事故原因

現在調査中
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墜落した123便と同型のボーイ‘ノグ747SR機

墜落現場付近の被害状況
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第 2 関係諸機関の対応の状況

1 群馬県の対応

(!)組織体制

ア 対策室の設匠

8月 12日午後7時のテ 1バごニュースで l8時 12分に羽田を離陸した大阪行きの

の日航ジャソボ機123便は乗客・乗員524名を乗せたままレーダーから消え、その

後長野県、群馬県、埼玉県の県境付近の山中で火災を確認した等の報道により遭難

事故を認知したq

同機が県内に墜落した可能性もあることから、午後8時 00分、消防防災課内に

崩澤消防防災課長を室長とする「日航機巡難事故対策室」を設骰し、墜落地点の早

期確認と生存者の救急救助活動の迅速かつ的確な対応が実施ができるよう多野藤岡

広域消防本部、上野村、中里村、万場町及び各消防団に対して連絡するとともに長

野県、埼玉限、県警察、自衛隊 l2師団等の各機関とのI胄報交換に努め本県内墜落

に備えて警戒態勢をと

イ 事故対策本部の設置

消息を絶った日航123便の行方は、関係各機関・団体の必死の活動にも係わらず、

夜間、奥探い山中のため地上からの捜索は雖航していた，'

同夜9時 30分頃、機体捜索中の自衛隊機が三県県境付近で約5キロメートルに

わたり飛行機の残がいの散乱しているのを確認したとの情報を得た。こうした状況

のもとに県対策体制を、更に強化する必要があると判断し、午後 10時、 t如水知事

を本部艮とする「群馬県日航123便遭難事故対策本部」 （庁内9部局編成）を、消

防防災課内に設骰し

① 関係各機関・団体の活動について総

合的な連絡調整及び県の各機関の活動

全般に関すること。

＠） 国等の連絡調整に関すること。

等について、全庁的な体制のもとに取り組

むこととした¢
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ゥ 上野現地対策本部の設置

県内上野村山中に墜落が確認されたことにより、

当面の対策の重点は、

① 生存者の救出・救助

② 死体の捜索・収容

であることから、これら活動にあたる上野村・警察

・自衛隊・日赤・消防機関等の各活動が迅速・的確

に推進できるよう 13日午前 10時 50分、上野村

役場内に高橋総務部次長を本部長とする「群馬県日

航123便遭難事故現地対策本部」 (9個班編成）を

設趾し、上野村において事故対策にあたる各機関・

団体の活動についての連絡調整を図るとともに本部との連携を保ちつつ県の現地対

策にあたることとした。なお、現地対策本部では、上野村において対策に従事する

警察・自衛隊・消防本部・消防団・営林局・上野村等の責任者を集め、連日午後8時

から対策会議を開催するほか、必要に応じてその都度会議を開催し、各機関・団体

相互の連絡調整を行い対策推進の円滑を図った。

二 藤岡現地対策本部の設置

8月 14日から造体の収容活動を開始したが、墜落現場は、遠隔・急峻な山岳地

帯であり、また、上野村内の各公共施設は、対策従事者・造族の控所等で使用して

おり 500名を超える多数の遺体を収容・検視する施設がないことから藤岡市内に遣

体を収容することとした。

藤岡市内には、

① 遺体搬出・収容・検視・遺体安骰・身元確認等の活動にあたる警察

② 施設の提供・管理等にあたる藤岡市

③ 日赤・医師会・歯科医師会・保健所等の医療関係機関・団体

④ 遣体の搬出・収容に協力する消防機関

⑤ 遣族等の案内・接待にあたる民間奉仕団体

⑥ テレビ・ラジオ・新聞・雑誌等のマスコミ関係者

⑦ 日本航空の関係者

等数千人に及ぶことから、県としては、関係諸機関・団体等の活動が迅速・円滑に
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に推進できるよう、その連絡調整を図る必要を生じた。

そのため、 8月 I6日午後2時、藤岡市役所内に、上野衛生現境部次長を本部長

とする「群馬県日航123便遭難事故藤岡現地対策本部」 (3個班編成）を設薗し、

各関係機関の活動の調整等を行い、藤岡市内における事故対策の万全を図った。

(2) 活動内容

ア 県対策本部関係

(7） 対策全般に係る事項の関係機関・団体との総合的な連絡・調整

（イ） 本部会議の開催 (8月末まで連日開催）

紛県各機関の活動に関する調整

⇔ 県各現地対策本部に対する指揮・命令

ほ） 国等との連絡・調整

切） 県関係の対策諸経喪の確保

イ 上野現地対策本部関係

(7）上野村において活動する関係機関（警察・自衛隊・消防機関・各種民問団体・

日航等）との問における連絡・調整

匂上野村及び消防機関の活動支援並ぴに指迎・助言

（ゥ）生存者病院搬送のためのヘリコプター出動要請（東京消防庁）の連絡

⇔ 現場活動に必要な資機材等の調逹・手配

紛事故現湯等の一般廃棄物・し尿処理・環境衛生対策

仇） 関係者への提供食品の食中毒防止等食品衛生の確保

ウ 籐岡現地対策本部関係

⑦ 藤岡市内において活動する関係機関（警察・自衛隊・消防機関•藤岡市・日赤・

医療楓関・各種民間団体・日航等）との間における連絡・調整

H) 日本赤十字社奉仕団の活動に関する調整

（ウ）遺体安爵所への職員の派遺

⇔ 県立病院・保健所等の医師・保健婦・看護婦・放射線技師の派逍

句県立高校施設の提供（遺体安置所等）及び管理保全

匈小中学校（進族等控所）の管理保全

約火葬希望遺族に対する便宜供与

紗） ゴミ・し尿処理等の環境衛生対策
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（ケ） 関係者への提供食品の食中毒防止等食品衛生の確保

ェ県議会関係

け） 現地調査

8月 14日、 9月4日、 9月 9日県議会現地調査団を編成し、上野村墜落現場

及び藤岡市内の検視・身元確認状況を調査した。

仔） 感謝決議

9月 18日県議会において、本事故にお

ける救難支援並びにお見舞い等に対する惑

謝決議を行った。

（ウ） 一般質問

9月 25日、 9月 26日県議会一般質

問において、日航機墜落事故対策に関し、

次の事項について質問が行われた。

① 県の初動体制とその対応について

R 地元の財政負担等について

③ 墜落現場への道路整備について

多野郡上野村地内日航機陀落

事故における救難支援並びに

お見舞等に対する感乱1決議

さる8月 12日夕刻、多9fI賂ヒ9ft9)地内において発
生した[1航機墜落’19故／こ際しては、地ん上野村・藤岡
市をはじめ、県内外より多くの応板を受け、幻蚊なる

沫山奥地において、筆舌につくし難い劣悲｛な条件下で

の直接救助活動をはじめとし、後方における諸般の救

筵活勁にいたるまで、誠1こ献身的なご尽）Jをいただき

深く感甜1こたえないところである。

また、各方面から寄せられた数多くの心暖まるおJ↓
舞並びに義捐金品等は、未怜打の大変19の中で一条の
光として、被災関保者をはじめ、枚難1関保名に対し、
大きな心の支えとなり、又励ましとなったところであ

る。

よって、本液全1t、これら各方1面からの、多面にわ
たる救難ご支援に対し、滋決をもって深lば
泡を2孔朋する。
以上、決浪する。

IViR1 60 1F9月18 H 

群馬県議会

④ ヘリコプターの配備とヘリポートの設置について

⑤ 各自治体の事業執行等の影響について

⑥ 救援活動者等への感謝について

⑦ 学校教育への影密について

⑥警察活動について

⑨ 装備・施設等改善の必要性について

⑲ 処理経過と今後の見通しについて

2 上野村の対応

(1) 組織体制

ア 事故対策室の設置

村内に墜落した可能性もあり得ることから 13日午前 1時、植木助役を室長とす

る「上野村日航機遭難事故対策室」を設骰し、

① 生存者の救出救助活動
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R 遺体の収容方法

R 遣族の対応

④ 県•警察・自衛隊・消防機関等との連絡

R 対策従事者の宿泊施設の確保

R炊き出し

⑦ 報道対策

等の事故対策について検討し、職員の任務分担を定め有事に際して対応することと

した。

イ 事故対策本部の設樅

上野村内墜落の可能性が強くなってきた 13日午前 5時、役場職員を全員招集し、

黒澤村長を本部長とする「日航機墜落事故上野村対策本部」を役楊内に設四し、全

職員編成により事故対策の万全を図ることとした。

(2) 活動内容

ア 墜落現場の確認活動

(7) 防災行政無線による広報

8月 12日夕方日航機123便が、長野県・群馬県・埼玉県の県境付近に墜落し

た模様のニュースを聞きつけ、午後8時に助役以下の役場職員が登庁し、村の防災

行政無線により村民に一斉放送を行い、日航機墜落に関する情報を連絡するよう

協力依頼した。

的墜落現場の捜索

山岳の地形を詳しく知っている村の猟友会員を招集し、午後 10時、県笞機動

隊とともに墜落現場確認のため捜索活動を行った心

イ 炊き出し等の支援

村内 2か所に炊き出し場所を設爵し、地区区長及び婦人により対策従事者・選族

等に対する炊き出し、湯茶等を提供し、関係者に対する支援にあたった。

ウ 警察、自衛隊等の施設の確保

事故対策に従事する県・警察・自衛隊等の宿泊施設等を次のとおり確保した。

切役場庁舎 '1階応接室 県現地対策本部

2階大会識室 県警現地対策本部

2階ロビー 記者会見場
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2階 商工会事務所—自衛隊連絡所

（イ） 保健センクー（役場隣り） 1 階ー~遺族等控室

2階ー一日航職員詰所

3 階—運輸省関係詰所

（ウ）上野小学校、旧西小学校 自衛隊指揮所・宿舎

巨上野中学校、勝山・新羽公民館—警察部隊宿舎

約役場庁舎 1階 ロヒー プレスセンター

二 資機材の調達及び支援村民の確保

遺体の捜索・収容に必要な資機材の調達、手配及び支援村民を確保した。

ォ環境衛生対策

ゴミ・し尿処理等の現境衛生の確保を図った。

力 身元未確認遣体の引取り及び遺骨の安個

身元確認がされなかった遺体について 10月5日と 12月 20日の 2回にわたっ

て火葬を行いその遺骨を上野村役場に安既した。

3 藤岡市の対応

(1) 組織体制

事故対策本部の設置

日航機墜落により 520名の遣体収容を行うこととなったが、上野村内では人員、施

設に限界があるところから藤岡市内において造体の収容・検視・身元確認・遺体安骰

等の一連の措樅を行うこととなり、その対

策の万全を図るため 13日午前 9時、吉野

藤岡市長を本部長とする「日航機墜落事故

藤岡市対策本部」 (1 0部局編成）を藤岡

市役所内に設置し

① 遺体収容施設の確保

② 遺族対策

③ 遺体措置に係る支援

等について、各機関団体との連絡調整を図

り、その対策の万全を期することとした。
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(2) 活動内容

ア 遣体収容施設の確保

多数の遣体収容が予想されるところから、市立第一小学校校庭を臨時ヘリボート

として確保するほか、藤岡市民体育館、武道館、市立第一小学校体育館を遣体安置

場所として提供、各施設に職員を派遣し、その管理保全及び関係機関・団体との連

絡調整にあたった。

イ 遣族等に対する支援

遺族の控え所（宿泊所）として小中学校5校を提供し

° 遺族相互間の連絡
0 外部からの遺族の照会

0 造族等の健康管理

に対応するため、各校に職員及び保健婦を派遣して遣族の支援にあたった。

ウ 火葬手続きの便宜

県内での火葬を希望する造

族の多いところから、県の指

濁に基づき前橋市、高崎市、

伊勢崎市、富岡市、埼玉県美

里村の担当職員を藤岡市に出

張させて死亡届・火葬許可手

続の窓ロー本化を図り諸手続

きの筒素・迅速処理にあたっ

た。

工環境衛生対策

火葬相談コーナーの開設⑪侭岡市役所）

市民体育館、武道館、小中学校5校に 6千人を超える対策従事者・遣族関係者・

報道関係者等が集中したことにより、し尿・廃棄物の大批処理をする必要が生じ特

別体制を編成してこれにあたった。

オ 民間奉仕団体の連絡調整

遣族関係者、対策従事者等の活動に対して民間奉仕団体（最高 1日25団体、約

400人）により奉仕活動に従事したが、効率的運用ができるよう人員、活動場所の

割り振り等の連絡調整を行った。
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4 近隣町村の対応

(1) 住民に対する広報と消防団員の待機

上野村近隣の中里村、万場町、鬼石町においては、 8月 I2日夕刻の日航機遭難事

故のニュースを知り有線放送により住民に関連情報の収集を呼びかけるとともに所属

消防団員がいつでも出動できるよう待機体制をとった。

(2) 対策従事者の宿泊施設の確保

対策にあたった警察部隊の宿泊施設として

中里村 中学校外4施設

万場町 中学校外5施設

鬼石町 中学校外 l施設

をそれぞれ提供する等捜索活動の支援にあたった。

5 消防機関の対応

(1) 多野藤岡広域消防本部（署）

ア 事故対策消防本部の設慨

8月 13日午前 2時 30分、管内墜落の可能性もあるところから「日航機行方不

明事故対策消防本部」を消防本部内に設慨し、直ちに消防本部第一次配備（課長以

上の職員及び藤岡消防署非番員招集）により上野村に出動させた。

更に、午前5時 47分、上野村山中に墜落が確認されたことにより、消防長と藤

岡市長と今後の捜索活動及び事故対策について協議するとともに、午前6時 30分、

斎藤消防長を本部長とする「日航機墜落事故対策消防本部」を消防本部内に設置し、

消防本部（署）の全体制で事故対策にあたることとした。

イ 活動の内容

切 整落場所確認のための情報収集

8月 12日午後 7時 50分頃、テレビニュースにより日航機が長野県と群馬県

の県境付近に墜落した模様との情報により、上野村消防出張所職員 (6名）が墜

落場所の確認のため車両及び徒歩にて管内を捜索するとともに箭報収集にあたっ

たほか、消防本部から幹部職員を現地に派遣し指揮にあたらせた。

（イ） 消火・救急体制の確保

本県内墜落に備え山林火災に対する消防体制及び生存者の救急体制を確保する
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ため、消防・救急車を上野村に待機させ消防・救急体制の万全を図った。

（ウ） 捜索・救助活動

、13日午前 7時 25分、消防署職員 6名は、捜索・救助資機材を携行し、捜索

を行っていたとこる、午前 11

時頃、墜落現場に到着し、上

野村消防団員及び自衛隊員と

協力し生存者4名の救出教助

活動を実施した。

呂生存者の救急搬送

午後2時08分、藤岡ヘリ

点ートに到着した生存者4名

を救急車2台により藤岡市内

の多野総合病院に収容した。

句遺体の搬送｀収容

1 4日、ヘリコブクーによ

り藤岡ヘリボートに搬送され

た造体を納棺のうえ造体搬送

車に載せる一方、遺体安詮所

において搬送車から遺体を降

し検視班に引渡す作業を行っ

た。 （以後8月 28日まで連

日実施）

紛ヘリボートの管理保全

生存者の救急搬送にあたる救急隊貝

遣体搬送にあたる多野藤岡消防本部職員
環岡市民体育館）

上野村ヘリポ nnnA 卜（上野村総合ダラ、ノド）及び藤岡ヘリボートの土砂拡散防止

を図るため消防車により散7.)(し、ヘリポートの管理保全にあたった＾

（以後8月 28日まで連日実施）

(2) 上野村消防団

ア 捜索・救助活動

0 8月 l2日午後9時、団長・副団長の 3名は、上野村役楊に集合し村長等と対

策を協識し、各分団長 (8個分団）に対して自宅待機を命じた。
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0 翌 I3日午前 6時、上

野村全消防団員160名を

招集し、捜索・救助のた

め現湯へ出動した。

0 午前 10時 30分、墜

落現場へ到着し、午前10 

時 50分頃生存者を発見、

消防職員・自衛隊員・

と協力し機体にはさま

れていた生存者の救出救

助にあたった。

イ 遺体の捜索・収容

生存者の救出にあたる上野村消防団員
（上毛新聞者提供）

8月 14日、 I 5日の両日、消防団員 50名により墜落現場において自衛隊・

察と協力し、造（本の捜索並びに収容作業を行うとともに警察部隊に対する現地案内

を行った。

(3) 藤岡市消防団

ア遣族対策

多数の造族等が藤岡市へ集まり、混雑が予測されるところから追体安置所、遺族

控所7か所へ消防団長以下 74名が案内及び警戒にあたった。

イ 遣体の納棺及び搬送

8月 14日、 1 5日、 1 8日の 3日間にわたって、消防匝長以下 74名は、藤岡

市民体育館及ぴ藤岡ヘリボートにおいて、事故現場からヘリコブターで搬送してき

た遣体を納棺後、各遣体安骰所へ収容した。

(4) 隣接市町村の消防団等

ア 新町、鬼石町、吉井町消防団

新町、鬼石町、吉井町の梢防団167名は、 8月 I6日、 I 7日の両日、藤岡ヘリ

ボート及び藤岡市民体育館において遣体の搬送・収容活動にあたった。

イ 万場町、中里村消防団

万場町、中里村消防団119名は、 8月 26日墜落現場において警察・自衛隊とと

もに遣体・遺品の捜索活動を実施した。
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ウ 高崎市等広域消防本部（署）

高崎市等広域消防本部（署）は、 8月 13日生存者1名を病院転送のため高崎国

立病院へ救急搬送を行うとともに同日から高崎ヘリポートの管理保全を連日実施し

た。

ェ その他の消防団

現地に出動しなかった消防本部職員、消防団員の多数が現地（分団詰所等）及び

自宅に待機する等して出動要請についでも対応できる体制の確保を図った。

(5) 県外消防機関

ア 佐久広域消防本部職員及び北相木村・南相木村・川上村の各消防団員は、 8月12

日午後 10時30分頃から御座山及び三国峠一帯を翌朝まで捜索を実施した。

イ 佐久市消防団員は十石峠、白田町消防団員は田口峠を前記時問帯にそれぞれ捜索

を実施した。

ウ 秩父広域消防本部職員は、 8月 12日午後9時頃から志賀坂峠、八丁峠を翌朝ま

で捜索を実施した。

6 群馬県警察の対応

(1) 組織体制

ア 対策室の設樅

8月 l2日夕刻「日航機123便が佐久市付近で行方不明」との情報により、午後

8 時警備第二課に「日航行方不明機対策室」を設骰し、県機動隊・管区機動隊•第

二機動隊を招集するとともに県境各警察署に対して情報の収渠並びに捜索を指示す

る一方、県•関係市町村・自衛隊などの関係機関へ協力要請を行った。

イ 事故対策本部の設置

午後9時 30分、河村警察本部長を本部長とする「日航機墜落事故対策本部」を

警察本部新別館に設置し、事故対策の総合的な指揮にあたった。

ウ 現地対策本部の設1置

8月 13日午前 1時、警察本部長を本部長とする「日航機墜落事故現地対策本部」

を上野村役湯内に設置し、上野村及び藤岡市内における各種事故対策の指揮にあた

った。

(2) 活動内容
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ア 墜落現場の確認

墜落現湯の確認のため警察庁・管区警察局・長野・埼玉県警察等と緊密な連絡を

取り合って捜索にあたったが、当初は、 「長野県佐久市付近」 「埼玉県境三国山」

「長野県御座山」 「上野村小倉山」等情報が交錯し確認に至らなかった。

いずれにしても墜落場所は、長野県と群馬県の県境付近の山岳地帯と推定される

ところから、警察庁を通じて警視庁、埼玉県警等への部隊の派遣要請を行うととも

に県機動隊・管区機動隊•第二機動隊を先発部隊として墜落現場の発見•生存者

救出のため必死の捜索にあたった。翌8月 l3日午前5時 37分長野県警察のヘリ

コプクーが墜落現場を発見、 5時 45分捜査第一課長が上野村職員とともに埼玉県

警ヘリに塔乗し墜落現場の確認を行ったところ「上野村高天原山系の無名尾根」で

であることを地図上において確認した。

イ 生存者の救出

午前 10時 45分頃、ヘリから降下した長野県レスキュー隊員から生存者発見の

報告があり、その後、警視庁ヘリから降下した本県警レスキュー隊員及び同所に到

着していた上野村消防団員・自衛隊員等と協力し，て生存者4名を救出し、自衛隊及

ぴ東京消防庁のヘリにより藤岡市内の多野総合病院に収容した。

堅落現場で野営する機動豚員
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ウ 遺体の捜索・収容

1 4日早朝、自衛隊の徹宵作業に

より墜落現場に仮設ヘリボートを設

鯰警察官と自衛隊員により造体を

谷底から手送りでヘリポートまで搬

送し、自衛隊ヘリで藤岡市内に収容

したe

迫体の捜索・収容活動は、 1 8都

道府県警察の応援のもとに大部隊を

投入し以後連日実施した。

工 遺体の検視及び身元確認

8月 14日から追体の空諭を開始

し、検視場所である藤岡市民体育館

に収容、医師団の協力のもとに大祉

の警察官を動員して検視業務を行っ

たo 徹底した遺体捜索にあたる警察官

14日 11 1体

15日 156体

1 6日 138体

I 7日 59体

等多数の遺体の検視

を深夜・早朝まで連

日行った。

また、検視の終了

した遺体の確認作業

は、同市民体育館の

ほか 2高校の体育館

において、県医師会

・県歯科医師会・警

察医会・日赤医師等
遺体が安登された藤岡市民体育館
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の協力のもとに行われたが、

遣体の損包は激しく、離断

遺体が多かったところから

4か月余の長期にわたって

身元確認を実施した。

(I 2月 I9日まで連日実

施）

遺体の確認にあたる警察官・医師団

7 自衛隊の対応

(!) 組織体制

ア 指揮所の設骰

(7） 陸上自衛隊

① 主指揮所の開設

8月 12日午後7時 50分 相馬ヶ原駐屯地

合原 12師団長以下 !58名

② 前進指揮所の開設

8月 13日～ 10月 I3日 長野県北相木村小学校上野村小学校上野村

旧西小学校（開設順）

③ 後方指揮所の開設

8月 I3日～9月9日 相馬ケ原駐屯地

第 I2師団副団長以下 58名

(1) 航空自衛隊

主指揮所の開設

8月 I2日午後 7時 01分

入間基地 松永中部航空方面隊司令官以下 157名

② 前進指抑所の開設

8月 I3日～8月 3I日 長野県北相木村小学校 同川上第二小学校 同村

営体育館（開設順）

イ 部隊の編成
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V) 陸上自衛隊

①基幹部隊

第 12師団

R 配属部隊

第 12飛行隊外9隊

③ 支援部隊等

第1ヘリコプター団外9隊等

行） 航空自衛隊

①基幹部隊

中部航空方面隊外 15隊等

②協力部隊

飛行教育集団司令部外 10隊等

(2) 活動内容

ア全般

陸上自衛隊は、 8月 12日午後9時 30分、東部方面総監に対する東京国際空港

長の災害派遣要請を受領し、第 12師団長を災害派遣部隊長として、日航機墜落に

伴う災害派遣を実施した。

派遣部隊は、警察等の関係機関と密接に協力し、生存者の救出、遺体の捜索収容

等を実施した。遣体の捜索収容活動の終了に伴い 10月 12日午後2時 30分、同

空港長の撤収要諮を受領し、翌 13日、 6 3日間にわたる災害派遣を終了し、部隊

を撒収した。また、航空自衛隊は、 8月 12日午後8時 33分、中部航空豚司令官

に対する災害派遣要請を受領し、現場において第 12師団長の下、遺体の捜索・収

容活動を実施したほか、現場上空の航空機の安全を確保するため空中統制を実施し

た。 8月 30日以降現場における活動を終了し、原隊で待機した。

イ 部隊の推進

東部方面総監は、 I 2日午後 9時 30分、第 I2師団を基幹とする部隊に対し、

災害派遣を命じた。第 12師団長は、予め準備していた偵察部隊を相馬原、松本各

駐屯地から三国峠、ぶどう峠付近に派遣した。引続き、同日午後 11時 30分、群

馬・栃木・長野各県に所在する部隊の第一陣約 I,0 0 0名を指揮して群馬県上野村、

長野県小海町、北相木村、南相木村及び川上村に推進し、 l 3日払暁までに捜索態
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勢を完了した。その他の部隊については、直ちに派遣できるよう各駐屯地に待機さ

せた。

また、航空自衛隊は、 8月 12日午後6時 26分、峯岡山レーダーサイトが緊急

状態を示す航跡を探知し、情報収集を開始した。午後7時 01分、状況確認のため

百里基地からF-4EJ 2機を緊急発進させ、航空活動を開始するとともに、災害

派遣を発令した。

また、午後7時 40分、入問基地から 47名の先遣隊の派逍に続き各基地から約

800名を派遣し、地上活動を開始したe

ウ 生存者の救出

第 12師団は、 13日早

朝航空偵察により、墜落現

場を確認したのに伴い待機

中の捜索部隊を地上から現

場に前進させると共に午前

8時 49分空挺部隊と共同

し、正午頃までに4名をヘ

リコプターによる吊り上げ

可能な位置まで搬送した。

この間、相馬原駐屯地で待

機していた大型ヘリコプク

ーを現場に急行させ、午後

1時 15分から同 1時29

分に 4名をヘリコプクーに

吊り上げ、藤岡第 1小学校

ヘリポートまで空輸し、藤

岡市内の多野総合病院へ収

容した。

工 遺体の捜索・収容活動

げ） 捜索・収容

生存者をヘリコプクーに収容する自衛隊員

造体の捜索は、捜索部隊が現場到着後生存者の捜索と併行して開始し、 8月27
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機体の残がいから遣体を収容する自衛隊員

日まで連日 400~600名（当初の問は、約1,000名）の勢力で実施した。

（イ） ヘリボートの描築

遺体の現場からの搬出は、ヘリコプクーによらざるを得ず、そのためにはまず

ヘリボートの描築が急務であった。このため、第 12師団は、 1 3日午前 12時

30分頃から墜落現場に小型機用ヘリボートの楷築を開始し、同日夕までに完成、

引続き 14日午前 7時頃には中型機用ヘリポートに拡張して遣体の空輸態勢を完

了した。また、 1 5日から 16日にかけて捜索員、物資等空輸のための大型機用

ヘリポートを描築した。

（ゥ） 遺体の空輸

1 4日午前 9時 14分、

見分の終了した遺体を現

場ヘリボートから藤岡へ

リポートに空輸を開始し、

以後 10月 1日まで藤岡

市、高崎市の各ヘリボー

トに、 135回にわたり収

容したすべての遺体を空

輸した。
第2ヘリボートを利用して物資搬送

にあたる自衛隊員

-20 -



8 民間協力団体の対応

{!) 日本赤十字社

日航ジャンボ機行方不明のニュースにより長野・山梨県支部救護班は直ちに出動す

るとともに、群馬県支部職員は出社し、前橋日赤病院救詭班、新潟、埼玉、静岡各県

支部も待機した。

翌 I3日早朝群馬県内墜落の可能性が強くなったことから群馬県支部救護班は、上

野村役場に出動し待機した。

生存者4名が確認されたことから県支部の医師・看護婦により現地での救詭活動を

行うとともに8月 I4日から遣体の検索・身元確認等の業務を群馬県支部ほか 7支部

及び本社救護班によって関係機関団体と協力して、 9月 28日まで長期間、悪条件の

もと献身的に実施した。

主な活動内容は次のとおりであった。

ア 墜落現場での生存者4名の
冒

応急手当 『
イ 墜落現場から病院収容まで〈

の生存者の介護

ウ 対策従事者・遺族関係者・

報道関係者等に対する応急救

護活動

二 遺体の検案・洗浄・縫合・

整復処囮

オ 検視・身元確認援助

カ 医療品等の調達

(2) 医師会・歯科医師会等の医療団体

藤岡市民体育館で献身的な
活動にあたる日赤社員

遺体収容が開始された 8月 14日午前8時に遺体検視場所となった藤岡市民体育館

において、群馬県警察医会に所屈する近隣市医師と藤岡多野医師会員により検視を開

始した。

当初は完全遺体も多く検視、身元確認は順調に行われたが、日が立つに連れて特徴

のない部分遺体が収容されるにつき難航し、県下の医師会・歯科医師会・看談婦等多

数の応援を得て実施した。
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顔・身体的特徴・指紋・着衣・所持品などからでは身元確認が不可能な遺体の識別

には、歯の治療データをもとに歯科医師による確認や生前の骨部X線写真と遺体のX

線写真との照合による確認が威力を発揮した。

全遺体の遺認を目途に悪条件

下のもと長期間にわたって身元

確認作業を実施した結果、 518

人 (99. 6%）という脅威的な

多くの造体確認をすることがで

きたが、残る 2人については、

あらゆる手段を尽したが確認に

至らず 12月 19日をもって確

認作業を終了した。

(3) 電信・電力関係

ア 臨時電話の架設

¥1) NTT災害対策本部の設置

警察・医師団等による検視・身元確認

日本電信電話（株）群馬支社及び藤岡電報電話局等にNTT災害対策本部を設饂

し体制を整備した。

H) 臨時電話の架設

上野村役場、藤岡市役所をはじめ事故対策に従事する各施設・遣族控所・報道

関係者待機所等に合計約700個の臨時電話を架設した。

（ウ） 衛星通信

藤岡局の電話交換機の収容能力に限界を生じたため、衛星通信車を配備し回線

の増設を図った。

匂保守点検員の配樅

各施設に設置した臨時電話の故障等に備えて徹夜にわたって保守点検員を配置

した。

等通侶連絡手段を確保し、事故対策にあたる関係機関の活動の迅速・円滑化を図っ

た。

イ 緊急電源の確保

切東京電力対策本部の設置
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東京電力（株）群馬支店及び同藤岡営業所外9か所に対策本部を設置し組織体制

の整備を図った。

（イ） 緊急電源機器資材の配備

電源車5台、可搬式発電機］ 5台を上野、藤岡の各対策施設に配備し電力供給

を図ったほか投光器55器を上野村役場や上野ヘリポート等に配備した。

（ウ） 保守待機員の配置

ー昼夜 40名の保守待機員を各対策箇所に配置し保守管理の万全を図った。

匂電力容紐変更

各施設の冷房機の取り付け、投光器の設置等電力容批が増大するためこれに対

応できる措置を購じる等緊急電源を確保し、各対策施設における活動が迅速・的

確に行われるよう努めた。

(4) 民間奉仕団体

ア 上野村関係

け） 墜落現場確認のための警察官

・自衛隊員の誘導

紆） 捜索、救助活動従事者等に対

する炊き出し・接待

（ウ） 捜索・救助活動用資機材等の

提供

に） 遭難現場への歩道整備

イ 藤岡市関係

け） 対策従事者に対する各種支援

活動

行） 各遺体安置所等における関係

者に対する湯茶等の提供

（ウ） 造族に対する各種サービスの

提供、案内及び諸手配
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第 3 事故対策活動の実施状況

1 現場の捜索と確認

8月12日夕刻、日航ジャソポ機が長野県・群馬県・埼玉県撹付近に墜落した模様の

情報により直ちに三県普察・自衛隊・地元消防等の関係機関は墜落場所の確認のため捜

索を開始した屯

午後 10時過ぎ腿落現湯は「埼玉県境三国山j 「長野県御座山」 「上野村小倉山」と

の情報により同山付近について各県警・自衛隊・地元消防等が地上からの捜索にあたっ

たが確認に至らなかった。

警察、自衛隊、消防機関は、捜索隊を増強し夜を徹して空及び地上からの捜索を実施

したが、夜問、急峻な山岳地帯で原生林に競われている悪条件のため捜索活動は難航を

極めた。

夜明けととも ・陸からの捜索は活発となり、午前5時 37分、長野県警へl)から

墜落現場は、三国山と御巣牒山の中問地点であると通報があょ99た。旗ちに群馬県警と地

理に詳しい上野村役場職員（消防団員）がヘリで上空から確認したところ、現場は、上

野村地内の高天原山系の無名尾根であることを確認した。

2 生存者の発見と救出

午前 10時 30分頃、地上から捜索にあたっていた上野村消防団員・自衛隊員・長野

限笞ンク咤ュー隊員はそれぞれ現場に到着したも

午前 l0時 ,j5分頃、生存者の発見にあたっていた同捜索隊旦が北側斜而に散乱した

機体の残がいの中から生存者4名を発見、スダラップ化した機体を取り除き順次救出し、

現場で応急担架を作りこれに収容した。

上野村役場で待機していた日本赤十字社救設班は、生存者4名の報を受け医師2名、

府設婦 2名がヘリ り込みロープ降下により現場に到着し応急手当を行い自衛隊へ！）

に収容し、上野ヘリボートヘ搬送した。

また、上野ヘリボートからは、自衛隊及び東京消防庁のヘリにより藤岡ヘリポート

（籐岡第一小学校）へ空輸し、引続き藤岡消防署救急車にて藤岡市内の多野総合病院に

収容した。
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3 遺体の捜索・収容

(I) 捜索活動

造体捜索は、 8月 I3日から連日警察、自衛隊等約 2,000名の大部隊を投入してあ

たるとともに地元上野村、中里村、万場町の各消防団及び海上保安庁、営林局等がこ

れら捜索活動の支援にあたった。

現場は、標高 1,500メートルを超える尾根が重なり合う奥深い山中で上野村役場か

ら登山口まで車両で 50分、登山口から墜落現場まで徒歩で約4時間を要した。この

ため捜索部隊は、山頂へ野営しての活動となった。

捜索範囲は、機体の破片が現場周辺約2キロメートルに飛散していることから、捜

索の徹底を期するため、捜索区域を 10プロックに分け機体の下、土の中、樹木等に

ついてスコップ・熊手・ふるい等を使用して遣体の小片や遣品等に至るまでどんな小

さなものでも発見収容に努めた。なお、連日行った捜索活動は、 8月 27日をもって

一応終了した。

(2) 収容活動

遣体の収容、搬出活動を迅速に進めるため現地に仮設ヘリボート建設の必要を生じ、

自衛隊の徹宵作業により I4日早朝に完成し、更に、第 2ヘリボートを I6日に完成

させ大型ヘリコプクーの離発着が可能となった。

遣体収容は、 1 4日から開始し連日警察・自衛隊により遺体を谷底から手送りでヘ

リポートヘ収容、同所から自衛隊ヘリで藤岡ヘリポートまで問断なく空輸した。

懸命な遺体収容作業にあたる自衛隊員
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遺体の捜索にあたる自衛隊員

4 遺体の検視・身元確認等

(I)検視

遣体の検視は、藤岡市民体育館で警察官と県医師会、県歯科医師会、警察医会、日

赤医師、大学医師及び県立病院、保健所医師、看談婦の協力のもとに行われたが、想

像をはるかに超える損偽、離断追体が多く検視業務は猛磐の中入連日深夜・明け方ま

で実施した。

(2) 身元確認

身元確認作業は、検視の終了した造体を藤岡市民体育館のほか藤岡工業高校、藤岡

女子高校の各体育館へ搬送し、警察官及び前記医師等によりそれぞれ行った。 (8月

27 日に藤工高•藤女高の遺

体は、藤岡市民体育に移す。

更に、 9月 29日市民体育館

の未確認遺体を県警機動セン

ターに移し、 l 2月 19日ま

で確認作業を実施）

当初は、完全な遺体に近い

ものが多かったが、日が立つ

に連れ炭化、離断遺体である 検視・身元確認にあたる警察、医師団
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ところから

① 遺体の誤認引渡しの絶無

② すべての遺体の確認

を基本方針として

指紋、歯型、血液型等の鑑定やX線写真撮影を徹底して行う等科学的、医学的根拠に

基づく確認を 4か月余りの長期間にわたって実施した。 （最終的には未確認2体）

なお、誤認引渡は皆無であった。

(3) 遺体の安懺

身元確認された遺体は、死体処概のうえ、藤岡高校体育館に一旦安置し、引渡し手

続き終了後、遣族に引渡した。

(4) 火葬

遺体の損傷や腐敗が激しい等

のため現地で火葬を希望する遺

族が多く地元藤岡市内のみでは

対応しきれないところから、近

隣の前橋市・高崎市・伊勢崎市

•富岡市・美里村（埼玉県）の

担当職員を藤岡市に派遣して火

葬許可事務手続の窓口を一本化

し、許可手続の筒素を図り関係

6市村での火葬が迅速に行える
身元不明遣体合同火葬の出棺式

(12月20日）

ようとりはからった。

火葬取扱の状況

高崎 藤岡 前橋 富岡 伊勢崎

2 1 8 9 9 33 11 8
 

美里
（埼玉県）

20 

計

389 

5 衛生環境対策

(1) 医療関係者の確保

墜落現場での生存者の応急手当、病院収容後の救急医療の確保及び遺体の検視・検
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案、身元確認などに県医師会、県歯科医師会、日赤救護班・保健所等の医師、看護婦

の多数動員の必要を生じ、県・警察・医師会・日赤県支部が相互に連絡調整し医療関

係者の確保を図った。

(2) 食中毒の防止措匠

連日気温 30度を超える猛暑の中の活動のため食中毒の防止について特に配意し、

事故対策従事者、遣族関係者等の喫食する弁当（最高時］日約 2万食）その他の飲

食物については、保健所職員が調製施設に立入り監督指部を行うほか早期喫食、冷所

保管等について指導を行い食品衛生対策の万全を期した。

(3) し尿・廃棄物処理

上野村・藤岡市内で活動する対策関係者は、 1日約 1万 5千人におよびこれに伴い

必然的にし尿（バキュームカー約100台）、ゴミ等の一般廃棄物（約500t)が大批

に放出された。この処理には上野村、藤岡市においては特別処理体制を編成し迅速に

対応した。

(4) 火葬場の確保

520の多数遣体があるところから県では、県内の全火葬場の処理能力を算出し、そ

の体制を整えたが、 1日の身元確認数を勘案し藤岡市から 20キロメートル圏の火葬

場6か所を確保しこれに対応した。

(5) 防疫活動

遺体の検視場所となった藤岡市民体育館周辺並びに水の流末側溝についてボーフラ

防除・ウジ虫・悪臭の発生防除のため薬剤を散布し防疫を行った。

6 遺族及び対策従事者に対する奉仕活動

(1) 上野村関係

墜落場所となった上野村（人口約 2,000人）に事故対策関係者多数（当初 1日約

5,000人）が、活動にあたったため村の諸行事を一切中止し、区長・婦人会・猟友会

・農協•森林組合・商工会等 27 団体約 300人を始め村民が一体となって遭難者の心

痛を思い寝食を忘れて奉仕活動に取り組んだ。

主な活動内容は、次のとおりであった。

ア 墜落現場確認のための警察、自衛隊員の誘導

イ 対策従事者に対する炊き出し、湯茶接待

-28 -



ウ 捜索・救助活動用資機材等の提供

二 遭難現場へ通ずる歩道の整備

オ 遺族に対する案内・接待

(2) 藤岡市関係

遣体の収容、検視場所となった藤岡市内には、遣族関係者約4,000人のほか警察・

医師団等の対策従事者、報道関係者多数が集まった。連日の猛箸にもかかわらず支援

活動にあたるため、藤岡市内をはじめ県内のボランティア団体が自主的に来藤しその支

援活動にあたった。

奉仕団体の活動は、検視場所の藤岡市民体育館・藤岡ヘリポート・遺体の収容され

た藤岡高校•藤岡工業高校・藤岡女子高校・遺族控所となった市内 5 小中学校等に出

向き遣族関係者、対策従事者等に対する支援活動に 46団体延ぺ約 5,000人が 47日

間の長期にわたって行い、寝食を忘れ献身的な奉仕活動に全国各地から激励や称究の

言葉が数多く寄せられた。

主な活動内容は、次のとおりであった。

ア 対策従事者に対する各種支援活動

イ 各遣体安骰所における関係の湯茶等の接待

ウ 遣族に対する案内、諸手配等の各種サーピス提供

二 市民体育館、造体安餃所周辺の交通整理・誘迎

遣族、対策従事員の支援にあたる藤岡婦人防火クラプ員
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第4 事故対策の教訓と課題

1 陸上交通確保の困難な場所ての大事故対策

事故現場は、上野村のほぽ中心部にある役場から車両で 50分、更に、沢づたいに徒

歩4時間という人跡未踏ともいえる極めて急峻な山岳地帯であり、地上からの部隊投入

に長時間を要する場所で、救援活動の実施が著しく困難な地点であった。更にまた、

事故発生直後は夜間における活動という悪条件が重なり航空機による空からの捜索活動

も制約された。

このような条件下で、迅速・的確な救援活動を行うためには、特に夜間においても航

空機による事故発生現場の確認と現地への部隊投入が円滑に実施し得る体制整備が不可

欠である。また、それとあわせて、対策従事者や必要物資等の航空機による輸送や大批

の遣体搬送などが円滑に行えるような態勢の賂備を図る必要がある。

2 衛生、環境対策の重要性

今回の事故対策を振返ってみると、衛生、喋境対策について、予想もし得なか●たほ

ど多くの喫驚な業務が生じた。

死者520人という史上希れな事故であったため、非常に多数の事故対策関係者、遣族

報道関係者等が一地域に殺到したことや猛暑の中であったことなどから、し尿及び一般

廃棄物の処理、食中毒防止等食品衛生、防疫関係業務など極めて緊急かつ緊要な業務が

多く生じ、その円滑な処理に当たっては大きな努力を要した。

また、藤岡市の遺体収容場所に次々と遣体が搬送されるにつれ、遺体の手当（洗浄、

縫合等）、検案、検視、身元確認など医師、看殿婦等による業務が日々増大し、これに

当る者の確保や活動の調整が非常に大きな課題となった。これに対し幸い県医師会、県

歯科医会、県看設協会、日赤、県立病院、保健所医師及び医療技術者などの極めて献身

的な活動が得られ大きな支障を生じることもなく対応することができた。特に身元確認

については遺体の損偽等が著しく、極めて困難な状況にあったが、関係者の血のにじむ

ような努力によって、 520人中518人 (99. 6%)の確認を行うことができたのである。

更に、遣体の身元確認が進むにつれて、現地において一刻も早く荼毘に付して帰宅し

たいという遺族が多くなり火葬場の確保が大きな課題となった。これに対して、県の調

整によって、藤岡市から約 20km圏内の各火葬場の特別な協力を得ることとしたほか、
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その手配や手続きについても少しでも早く行えるよう関係各市町村の協力態勢（藤岡市

役所に総合窓口を設置等）を敷くことによって、適切な対応をすることができた。

このように今回は、関係各機関の並々ならぬ努力によって各業務を円滑に実施するこ

とができたが、今後、この種事故発生に際しては、これにあたる体制整備について、十

分配意しておく必要がある。

3 民間団体の奉仕活動の重要性

事故発生場所となった上野村や遭難者の遣体収容、身元確認等の場所となった藤岡市

には、 8月 I3日の早朝から救難救助対策に当たる人達や遭難者の家族など多数の人達

が殺到した。

これに対して、上野村及び藤岡市においては、いち早く対策本部を設骰して、これら

の人達に対する対応の万全を期するための体制を整備してこれに当たった。

特に、遭難者の家族等極めて多数の人達を迎えた藤岡市においては、市内の小中学校

5校を家族等の休息控所として提供し、市職員を派遣して、その適切な対応に努めた。

しかしながら、約4,000人にも及ぶ多数の人達は、それぞれ肉親や家族の遭難という極

めて悲惨な状況下で、しかも、 1年のうちで最も厳しい暑さが続く中にあって、不安と

いらだちと苦痛は次第に高まりをみせ、その場の1胄況は、非常に重苦しく、険悪な様相

さえ示すようになってきた。

こうした中で、これらの人達のいらだちと苦痛を少しでもやわらげてあげたいという

考え方をもった民間団体の人達が、次々と各控所に出向き、冷水おしぽりの提供、各種

の案内や手配などのサービスのほか、交通の要所要所における道路案内や交通整理など

親身な奉仕活動を放極的に開始した。更にまた、遺体が続々と収容されはじめると遺体

処理場や造体安置所における極めて厳しい条件の中にあって、多くの遣族や対策に当た

る人逹に対しても同様の奉仕活動を展開した。そして、これら奉仕活動は、 47日間に

わたりそれにあたった団体は全部で 60団体、活動に当たった人は延5,300人にも及ん

でいる。

また、遭難場所の確認や生存者の救出に当たって大きな活躍をした上野村猟友会、遣

体の収容、検視、身元確認などに寝食を忘れて当たった県医師会・県歯科医師会・県看

設協会・日本赤十字社等民間の各種団体の極めて献身的な活動は今回の事故対策の中で、

特出したことであるといえよう。とりわけ、 520人もの犠牲者のしかもその大部分が損
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傷の極めて激しい遣体となった中で、懸命の努力を重ねて520人中518人 (99. 6 %) 

までの身元確認をなし遂げた県医師会、県歯科医師会等の活動は極めて特出したことで

ある。

このようなことからみて、こうした大事故の発生に際しては、単に行政機関や公的機

関の活動のみでは到底十分な対策を諧ずることは困難であって、各種の民間団体や民間

奉仕団体の放極的な協力が得られてはじめて十分な対策を諧ずることが可能となるとい

える。

4 事故対策機関の活動の調整のあり方

今回の事故は、長野との県境の極く近く（約700m)に発生したものであって、その

場所の確定にかなり長い時間を要したことが大きな特徴である。

国の各機関においてはこのような中にあっても、直ちに活動が開始できるが、県や市

町村の段階になると事故発生の場所のいかんによってその対応が当然大きく異ってくる

（主体的にあたる場合と応援として当る場合）から、発生現場の特定は、対策活動開始

に当たって確認すべき大きな事項の一つである。

今回の事故発生に当たって、国においては事故発生後直ちに、運輸大臣を本部長とす

る対策本部を設樅して関係機関の大巌動員による活動を開始した。こうした中で、本県

においても事故発生後直ちに消防防災課長を室長とする事故対策室を設置し、更に、そ

の約2時間後の午後 10時に知事を本部長とする事故対策本部を設置して、関係諸機関

による捜索活動の調整指迎等を図ったほか、発生現場が本県内である場合における対策

活動の万全が期せるような態勢整備を図りつつ発生現場の確定を待った。そして8月 18 

日午前 5時 37分、場所の確定とともに本格的な活動を開始するとともに、上野村に県

現地対策本部を設個した。

こうした状況の中で、国、警察、県、市町村の各機関は、それぞれ独自の判断に基づ

く応急活動を着々と進めて行った。しかし、これら各機関の活動を更に円滑に実施する

ためには、当然各機関の活動を総合的見地から調整する必要が生じてきた。このため、

翌 13日午前に上野村役場において、第 1回の連絡調整会識を開催し、その後において

も毎日定時又は随時に開催し、活動上のあらゆる事項についての連絡調整を図った。し

かし、こうしたことに対して、一部に、県がもっと強い調整機能を発揮するための体制

を敷くべきであるという強い意見が出された。
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県は、これに対して十分検討を行った結果、 「現在の対策活動は全体的にみてほぽ適

切に行われており、この方式の変更は必要としない。」という考え方にたった。その理

由は、①前記の経緯によって各機関が独自の判断に基づいて活動を開始し、既に軌道に

乗っている。②関係機関の連絡調整は、現在の方式で効果を挙げている。③この時点に

おいて調整方式等を変えることは、むしろ活動全体に混乱が生ずることとなる等の事梢

を考應したものである。このように今回の事故対策は、関係各機関の相互連絡方式を中

心とする調整によって活動を続けてきたところである。

しかしながら、現時点において振返ってみると、これだけ規模が大きくしかも特殊な

要素を多くもつ事故が発生した場合には、国レベルによる相当強力な調整機能をもった

機関を現地に設骰し、国、県、警察、市町村、消防機関、事故原因者等の各関係機関に

対して、総合的にしかも高い次元からの調整を行う必要があったのではないかと考えら

れ、また現地においては、そうした声がかなり強くあった。

5 事故対策等に要した経費の負担

今回の事故対策については、各機関の出動人員や出動日数が非常に多かったこと等か

ら、それに要した経毀も相当多額になっている。しかし、その経費の最終的な負担をど

のような形で行うか等についての制度や考え方は現在のところ全く確立されていない。

このような事故発生に当たって各機関が実施する対策業務の中には、その機関のもっ

本来の役割から当然処理すぺき業務もあるが、今回の事故のように、種々の特殊性をも

つ事故対策に当たっては、その機関が当然処理すべきものの枠を越えて実施しなければ

ならないものも多くある。

今回の事故対策に要した経費の

負担については、上記のような考

え方にたって、県及び関係市町村

と事故発生の原因者たる日本航空

との間で十分協議を行い、前者に

ついては当面行政側（県及び市町

村）において負担することとし、

後者については原因者たる日本航

区

群

市町村等

メロ

分

馬 県

上 野 村

藤 岡 市

そ(JOの市他町関村係、市3町組村合等） 

計

計

（単位：百万円）

金額
左の負担

航 行政側日

762 455 307 

32 26 6 

21 18 3 

21 16 5 

74 60 14 

836 515 321 

空において負担するということで合意に達し、上表のような区分によって、負担するこ
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ととした。

しかしながら、県及び市町村が負担した前記の経費に対して、どのような形で財源措

腔がなされるかについては、現在 (61.2.17)のところ何ら明確なものはなく、各方面

から強い関心が寄せられている。

今後このような事故が発生した場合、関係機関がそうした面での不安をもつことなく

対策に当たることができるよう、十分な検討がなされるべきであるといえよう。

6 地元における今後の対応

墜落事故による犠牲者の造体は完全なものが少なく部分遣体や炭化した遺体など身元

確認ができない造体も相当数予想され、事故発生地である上野村では、いずれこれら造

体の火葬後における遺骨の措爵について、身元確認作業の段階からその対策に苦慮して

いた。

このような中で関係者の懸命な努力にもかかわらず、身元が確認されなかった遺体につ

いて I0月5日と 12月 20日の 2回にわたって火葬が行われ、その造骨は上野村に引

渡された。上野村においては、この遺骨を安骰する納骨堂の建立や諸霊を慰める慰霊碑

の建設については、後々に対する大きな課題であるとして当初から村長を中心に極めて

熱心な取り組みを行ってきた。

その結果、事故発生の約5か月後の昭和 61年初めに、 520名の霊を祭り慰めるため、

納骨堂をはじめとする諸施設を建設するとともに、これら施設を交通安全祈願の楊とする

こと等を目的とする財団法人慰霊の園（理事 I0人（上野村関係6人、遺族3人、日航

1人）理事長、黒澤丈夫上野村長）を設立し、この法人の活動を通して犠牲者の霊を祭

り、惨肝を風化させないための諸事業を実施することとした。

この法人が実施する具体的な事業は、①「慰霊の園」の建設及び維持管理、②納骨堂

及び慰霊碑の建設、③慰霊祭及び交通安全祈願祭の執行であり、その総事業費は 10億

円余が予定されている。

今後、この法人の事業を推進していくためには、多くの課題もあるが、関係各位の熱

意と尽力、更には各方面の幅広い協力によって、是非ともこの事業が円滑に実施される

ことを強く念願するものである。
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（敬称省略）

越智良子 (28)I川口
2 

悶I和田浩伸 (25)
堀岡竜夫 (53)

住本啓示 (28) 和田浩太郎 (34)

吾 (47) 辻 昌憲 (39)

九 (43) 小宮勝広 (42)

山内秀樹 (4l) 谷池和男 (55)

岩井宏之 (43) 岡本 強 (37)

舘 征矢 (42) 佐田 弘 (53)
福田

祐 (39)l 山登道雄 (45) 増田照雄 (53) 市川一彦 (53)

吉岡美代子 (55) 鵜木利郎 (28) 滝井千合子 (21)

曽田秀治 (55) 小西 宏 (52)
池田座美 (53) 奥田 勝 (38) 奥田和志 (9)

藤原米雄 (58) 塩田芳郎 (61) 小野治雄 (66)
波多野 純 (39) 木原

真理子 (31) 藤田 香 (28)
鈴木 秀 (50) 今村欣治 (41) 堀内幸一 (54)

吉岡佐幸 (7) 吉岡秀倫 (8) 吉岡秀次 (59)
宮道令子 (30) 対馬

雅代 (27) 海老名光代 (28)
豊島富芙男 (34) 志水則昭 (49) JII 戸利文 (60)

石原孝一 (55) 小沢孝之 (29) 黙田康弘 (45)
白拍子 由美子 (25) 大野

子 (24) 波多野京子 (24)
長田鎮吾 (84) 小宮敏幸 (27) 小宮悦子 (26)

郊 譲徳 (46) 勝浦和男 (37) 沼田 消 (54)

立花佑治 (48) 11l1 田桂子 (41) 鶴町昭雄 (35) I 
岡本

忠彦 (55)

前田光彦 (33) 酒田哲雄 (35) 柴田 宏 (54)
堤

誠 (38)
w. ウオラック (26) 中川英二 (38) 李 恵 度 (23)

し 佐藤阻太郎 (53) 中田美加 (12) 中田加代子 (38)

井元淳光 (48) 土居満代 (42) 白坂達也 (40) 卜 イ
塚原仲先 (51) 能仁千延子 (22) 美谷品 健 (9)

児玉洋介 (20) 樋畑進二 (42) 谷問 寛 (44)
栗山良治 (52)

男 (45) 井口利明 (50)
長岡正通 (37) 布旋菩徳 (27)

工藤由芙 (24) 新田改三 (26) 石井裕之 (59)

大橘太郎 (9) 大橋美知子 (35) 大橋理恵 (8)

井原救二 (50) 井原フジニ (45) 井原知思 (14)

宮根将行 (45) 白井俊雄 (56) 大門義信 (46)

村山和子 (38)

松本亜規子 (21)

高坂行雄 (26)

土居高子 (19)

智佳子 (23) 吉田知太 (29)

喜一郎 (31) 服部征夫 (42)

敬久 (28) 原田 恵 (24)

(48) 岡田光雄 (51)

巻田 進 (35) 姪田律舞子 ((313)) 宮奥誠一 (52)

朋石 j'.(紀悶精 勝美 隆 (32) 中別府 弘 (48)

山口呂洋 (5) 山口静裕ナ＋（(322｝ 山口勝人 (35)

李 国 光 (58) 楊 柴 丹 (22) 張 脱 姐 (27)

大福由樹 (23) 菊地 豊 (43) 半田春海 (56)

竹内誠一 (26) 岡山博ー (32) 木田一男 (47)

河添千里 (59)I石倉 志 (37) 諏 澤 謀 (72)
矢田敏雄 (50) 早川 宏 (44) 滝下裕史 (II)

富田真理 (21) 南 慎二郎 (54) ー木 允 (56)
配 諮

室

金井 孝 (51) 浅野潤一 (36) 小谷房次郎 (44)

安田政市 (52) 吹田暁子 (46) 三崎 洋 (49)

竹永疹司 (24) 平野 - (29) 島本喜内 (61)

井ノ上一浩 (15) 多々良千代美 (19) 田淵 滋 (19)

田淵純子 (14) 田淵腸子 (24) 池 孝三 (42)

鹿鳴 弘 (65) 河原道夫 (64) 前田光俊 (58)

東谷亜紀子 (10) 東谷敏子 (36) 東谷志郎 (36)

生駒隆子 (26) 保川 隆 (21) 秋山寿男 (48)

岡本武志 (69) 岡本明子 (60) 中山 健 (52)

小谷友美 (8) 小谷直也 (6) 小谷朝芙 (5)

邸橋 徹 (58) 白井まり子 (26) 山本謙二 (49)

辻 究太郎 (47) 川崎 格 (41) 雑古祐紀代 (19)

K ・マシューズ (28) 西口昌

中村悠紀子 (38) 新井

竹原春平 (45) 房谷

中井 敬 (28) 高橋

中野絵理子 (23) 吉

林 正典 (45) 三好恵

高杉正行 (41)

矢田千晶 (23)

栗原陽子祥 t2J9)) 栗原崇志

小谷敏ー (37) 小谷洋真子理

吉田由美子 (24)

竹下元 T,J:(48) 

一行 (35) 細川政治 (54)

博幸 (21) 塚原幹夫 (29)

英里 (42) 小西義員 (58)

邦 (50) 佐藤保久 (44)

贋晨闇 野口 賢 (38)

夫 (29) 河野浩子 (30)

信吾 (47) 木場貞夫 (51)

伊藤昭平 (20)

芳崎 務 (49)

昭則 (36) 小 谷 か真よ子理 t322)) 

郁雄 (41) 酒井由雄 (27)

学 (4) 泉谷淳子 (20)

千田典子 (47) 千田周平 (47) 千田芙樹 (20)

松本圭市 (29) 小沢慶太 (26) 藤原美代子 (50)

四方修文 (39) 石井博美 (15) 石井幸江 (36)

河口博次 (52) G・モローニ (49) アソドレア・モロ一二 (16) 

中島 博 (36) 藤島克彦 (47) 松尾省一 (35)

猪飼 潤 (7) 猪飼 ,jヽ 夜 (9) 猪飼苦彦 (37)

角野恭三 (45) 川上竜太郎 (8) 川上紗也子 (5)

島野佳男 (40) 川上君子 (34) 川上腸之介 (5)

安田 侃 (49) 川北京子 (22) 橋詰真次郎 (54)

岩国忠弘 (43) 山城栄賢 (35) 長谷川鉄治 (45)

西村庄二 (52) 田中 滋 (44) 植田嗣治 (55)

古川 剛 (12) 古川恵美子 (14) 宇沢克彦 (45)

木内静子 (17) 山岡 薫 (14) 山岡知美 (16)

佐藤早苗 (39) 佐藤喜彦 (12) 佐藤公由江 (10)
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近藤芳城 (61) 浅野真一 (341

岸本典子 (27) 新田温子 (42)

固田昌子 (24) 河瀬尋文 (24)'

福田慎一 (27) 久保克彦 (44)

寺西雅次 (23)

橋本礼子 (28) 山本明美 (30)

矢野正数 (50)

浮田立子 (22) 浮田玲子 (47)

渡利京子 (23) 福田典子 (7)

森中損夫 (46) 神林展明 (33)

中村政昭 (18)

貨志絵里子 (7) 貨志 治 (45)

大幸数弥 (13) 大幸義典 (43)

日永田真左子 (31) 日永田利美 (34)

半田鹿三 (45) 田代香織 (8)

田中 透 (23)

増永忠彦 (66)

井上久子 (58) 井上理抄 (9)

深水 諌 (43) 白石憲市郎 (37)

中上吝子 (38) 中上義哉 (12)

中上佳代子 (JO) 小田阻子 (12)

上坂久理枝枝 ((331)) 上坂辰男 (33)

四方秀和 (22) 岩切大樹 (3)

斎藤真由美 (20) 斎藤直芙 (23)

川口 ,, (40) 

増田了ー (38)

出 ，，，子 (22)

岡本大造 (43)

/‘マ山本仁之 (44)

一頴川三郎 (54)

片桐右弼 (41)

松尾敏朋 (37)

）［［井徹夫 (52)

新井立悦 (32)

柏谷伸一郎 (25)

福田清一郎 (51)

寒川益子 (34)

貴志 論 (4)

貸志其理子 (35)

大幸節子 (36)

日永田真由美 (7)

前田春奈 (6)

増田勇生 (26)

谷口正勝 (40)

井上健人 (6)

森 良一 (36)

山本昌司 (27)

小田浩二 (15)

吉村一男 (43)

岩切伸司 (34)

岩切圭子 (34)

落合由美 (26)

国永昌彦 (52)

出 梅治 (33)
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二大竹固雄 (44)
高橋原悦 (54)

西井正樹 (27)

田村美穂子 (19) 1森

配

大幸絞子 (l2)

上村 登 (51)

田代佐智子 (36)

伊藤究之 (29)

村上良乎 (43)

中尾重喜 (45)

国武宜孝 (43) 柏原

田）II 英次 (41) 柏原

中村健児 (52)

市補 昭 (47)

吉，筍充芳 (9)

西川忠男 (42) 立花

森田麻実 (22)

藤本正裕 (23)

出 啓介 (3)

中島篤子 (33)

川上英治 (41) 川上

卜

膳

レ~

本 智裕 子品 ((332)) 石田一雄 (60) 末川久信 (59) 奥村陰亮 (50) 須永和美 (35)

;~ ゲルケ (33) 榊原 勝 (52) 中埜 肇 (63) 芦田育三 (49) 西山砲夫 (33)

中愛子 (26) 岡本 翌 (21) 白井克己 (52) 新井健作 (41) 新井真澄 02)

岡三千雄 (37) 山本幸男 (48) 吉川元啓 (31) 佐藤素子 (29) 西条苦博 (43)

永田呂令 (53) 島田拓夫 (47) 野中哲人 (42)

布施正行 (32) カリヤン・ムカルジー (41) 卜 リプク (35) チャウチャリア (40) 

長岡明男 (24) 大貫富太郎 (40) 池田五郎 (41).

藤典子 (20) 野上幸雄 (33) 西川樽之 (28) 渡辺昭夫 (58)

野恵子 (lg) 福田 武 (56) 中野忠男 (34) 豊島良紀 (32)

土岐竜幸 (26) 池上重雄 (27) 下村究治 (47)

出原昭一 (53) 西川耕司 (36) 石悶恵芙子 (36)

室

ム・オクチャ (42) スコッ ト (13) J・クラウペルト (53) 新垣裕子 (II) 新垣芳男 (43)

拓也 (19) 前額泰吾 (18) 森 秀樹 (49) 矢野茄宏 (24) 矢野敦忠子祐 ((226) J 

を前9, 田 真智子 (39) 田代 翌 (34) 八木橋昭信 (33) 菊地 仁 (31) 内藤 実 (33)

伊藤和美 (l3) 浦上郁夫 (47) 長谷川俊介 (30) 田中一文 (36)

本郷 9f 喜 (41) 桜井緊子 (23) 水沼哲子 (52)

岡 享 (46) 中川秀 n!(40) 招倉愈勇 (43) 齢良直司 (36)

原愛子 02) 木村，典定 (54) 柏崎幸彦 (32) 益田和彦 (49) 有田秀止 (29J

原荘弘 (38) 徳滴博愛 (40) 石川只昭 (52) 小林法久 (43)

稔夫 (54) 中西稔剛 (38) 山崎 章 (47) 清 水 宗さえみ典 ((219)) 長井秀人 (26)

永富勝子 (40) 内海浩一 (25) 栗本雄彦 (21) 田畑瓶也 (22)

三 (37) 吉崎美紀子 (8) 永腐孝典 (12) 氷宜信義 (40) 佐藤→サ子 (37)

徳田浩原 (46) 吉碕ゆかり (6) 久保和子 (43) 奥野類子 (37)

追代 (19) 小川知佐子 (8) 藤倉澤郎 (42) 藤倉洋子 (16) 藤倉智子 (13)

義明 (44) 武内芳子 (23) 小 JI! 哲 (41) 小川昌子 (41)

雄 (45) 武田澄子 (41) 岩城芙弥子 (43) 中尾窪幸 (58)

信広 (45) 若本昭司 (50) 箭水富士子 (7) 山田悦子 (45)

慶子 (l2) 川上咲子 (7)

し
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2 国関係の事故対策本部等の設置状況

l 政府

名称

麟時期

設四場所

組紐

日航機事故対策本部

昭和 60年8月12日午後9時 00分

総理府

本部長 山下迎崩裔大臣

2 

3 

日航機事故対策本部の設骰について

（昭和60年8月I2日
閻議決定）

J. 認埋府に，巡輸大臣を長とする日航掘事故対策本部を設ける。

2. 本部の構成は，次のとおりとする。

本部長迎輸大臣

副本部長山崎内閣官房副長官

藤森内閣官房副長官

迎翰政務次官

巡節事務次官

本部員内閣総理大臣官閉審厳室長

警察庁刑事局長

総務庁・長官官房交通安全対策室長

防衛庁防衛局長

駆生省社会局長

蓮餘省航空局長

消防庁長官

3. 本部長は，必要に応じ関係行政機関の際員を本部且に追加することがで

きる。

4. 本部の庶務は，運輸省航空局において処理する。

自治省消防庁

名 称

設樅時期

設骰湯所

組 識

運輸省

名 称

設附時期

設骰褐所

組 織

日航機事故災宙対策連絡室

昭和60年8月12日午後8時 30分

消防庁地域防災課

長 井上消防庁次長

迎輸省日航機事故対策本部

昭和60年8月 12日事故直後

航空局

本部長 松井運翰事務次官
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3 国・関係機関の現地視察状況

s. 1 3 I迎輸大臣、消防庁長官、迎輸省航空局長現地視察

s. 1 4 I群馬県議会現地視察及び関係者激励⑥り 1回）

8. I 4 I防衛政務次官現地視察

8. 1 7 I防衛庁長官現地視察

s. 2 1 I警察庁刑事局長、迎輸省航空局長現地視察

s. 2 6 I消防庁次長、同庁地域防災課長、現地視察及び関係者激励

8. 2 8 I迎輸省航空局長現地視察

9. 4 I群馬県議会関係者現地視察及び関係者激励（第2回）

9. 9 同上 （第3回）

9. 2 5 自治大臣（国家公安委員長）現地視察及び関係者激励

1 L 4 I総理大臣現地視察及び協力団体に対する感謝状賠呈
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4 日航機事故対策主要事項

月 日 主 要 事 項 備 考

8. 1 2 l． 県日航機遭雖事故対策室（室長消防防災課長）の設

骰 (20: 00) 

(!) 隣接県（長野、埼玉県等）との箭報交換

12} 西毛市町村に対する捜索指示

(3) 多野藤岡広域消防本部に対する捜索指示

{41 消防庁への報告、連絡

(5i テレビ、ラジオからの情報収集

2疇 政府に「日航機事故対策本部」を設屈 (21:00) 

l 3. 群馬県暉123便造難事故対策本部（本部長知事）
の設置 (22:00) 

8. 1 3 1~ 上野村日本航空機墜落事故対策本部（本部長村長）

を設骰 (5: 00) 

2. 第］回本部会誠 (7: 3 0) 

次の措樅について決定

l 
U) 事故の実態を把握すること

12) 救急・救助体制の確立を図ること

13) 遺体の収容場所等を確保すること

14) 関郎災関との連絡調整を図ること

(5) 県上野現地対策本部を設骰すること

3. 本部長（知事）藤岡市へ出向く (9: 0 0) 

4. 災害救助法適用について厄生省と協議開始

} ! 5、 日航機整落事故藤岡市対策本部（本部長市長）の設
四 (9: 00) 

6、消防団員が生存者4人を発見、警察官、自衛隊員と救

出にあたる。 (IO : 50ご:;,)

？、 群馬県日航123便遭難事故現地対策本部（本部長総

務部次長）の設骰 (IO: 5 0) 

8. 迎翰大臣、消防庁長官、航空局長現地を視察(13;30)
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月日 主 要 事 項 備 考

8. 1 3 9. 副本部長（副知事）ヘリにより隧落現場を視察(14:40) 

10. 県本部と県上野現地本部間にホットライソの設闘完了

(15: 00) 

!J. 日本消防協会井下常務理事、現地槻係者激励(16:00) 

は現地小型ヘリボート設齢

l 3. 第 1回現地対策会議の開催

県、警察、自衛隊、村、消防団の現地資任者により連

絡調整会議を開催 (20:00から以後連日開｛齢

8. I 4 1、 上野村河川敷にヘリボート設腔 (5:00) 

2. 遺体安僻所（藤岡市民体育館、武道館、第1小学校）

ヘ県職員、多野藤岡消防本部、藤岡市消防団員を出動

3。 第 1回の遺体搬送開始 (9: 41) 

4 第2回本部会議（以後連日随時開催）

遺体収容状況、死体検案状況、身元確認状況の報告と

今後の対応を協議

5. 群馬県議会現地視察及び関係者激励

ボイス・フライトレコ

ーダー収容

8. I 5 

］． 現地第2ヘリボート建設開始

2. 災害救助法の適用中請について見合せることを財生省

に回答

8. 1 6 l 火葬場関係5市打合せ会の開催

2. 群馬県日航123便遭難事故対策藤岡現地本部（本部長

衛生現境部次長）の設個 (14: 0 0) 

第 1回対策会議（以後述日随時開催）

逍体収容、検案、遣族対策等について関係機関との総

合調整を協議

3. 県廊本部長（副知事）、藤岡市において各関係機関代

表と今後の対応について協議

4. 現地第2ヘリボート完成 (15:03)
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月 日 主 要 事 項 備 考

8. 1 6 5. 藤岡市市民課に火葬近隣5市相談コーナー開設

8. I 7 1. 副本部長（副知事）県上野現本で対応協謡のあと墜落

現場を視察調査

2. 防衛庁長官現地視察

8. I 8 遣族現地飛行用のヘリボート使用を新町自衛隊に要諮

8. 2 0 I. 自衛隊から経費について協定締結の申出

2. 県上野現本において経費負担打合せ会議開催

（出席者 自衛隊、迎輸省、県、村）

8. 2 3 I. 知事墜落現場視察、関係者激励

2. 澗本部長（副知事）主催による藤岡現地調整会識開催

（出席者市長、警察本部長、藤岡現地本部長）

次の措骰を決定

(1) 第 1小ヘリボートは当分の間使用する

(21 学校が始まるまでに終了するように警察で努力する

8. 2 6 1． 消防庁次長、木下地域防災課長が現地視察及び関係者

激励

2. 日本消防協会徳田理事長が藤岡地区消防関係者激励

8. 2 7 逍体捜索活動の体制を大幅に縮小する

三高校へ安骰されている追体 (166柩）を、市民体育
8. 3 0 

館へ搬送 (19:05-20: 55) 

I. 三高校に配骰していた県職員45人引上げる
8. 3 I 

2. 三高校の洞掃、消毒、消臭作業を開始する

県上野現地本部の体制を縮小し、消防防災課員2人が
9. 1 

あたる
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月 日 主 要 事 項 備 考

9. 4 
1. 県藤岡現地本部を企業会館に移転

2. 県識会関係者現地視察及び関係者激励

9. 5 火葬近隣5市相談コーナーを17時までで閉鎖

9. ， 県識会関係者現地視察及び関係者激励
9. I 2 

県藤岡現地本部体制を縮小

(6人→4人体制）

9. 1 4 県上野現地本部体制を縮小（夜閻体制解除）

9. 2 5 
古屋自治大臣（国家公安委員長）視察激励（関係機関

概況報告）

9. 2 6 
藤岡市において関係機関（県、市、村）連絡会議（合

同火葬、合同慰霊式の方針について）

9. 2 8 未確認遣体の柩の合体 (225→130)

J. 身元確認場所（未確認追体）の移動（藤岡市民体育館→

9. 2 9 
県警機動セ‘ノクー）

2. 柩の移動 (101柩を機動セソクーヘ、残29柩市民体育

館へ安骰）

l． 上野村主催により身元不明追体出棺式及び合同火葬

I 0. 5 
（第2回）（市民体育館及び藤岡・高崎・前橋・窟岡市）

2 県上野現地本部解散
3. 県藤岡現地本部解散

10.10-12 墜落現場の最終捜索、収容活動を実施

1 0. 2 4 
機関・団体に対する知事感謝状贈呈式 (216団体）

（群馬会館）

11. 4 
総理大臣、迎輸大臣現地視察及び機関、団体に対する

感謝状贈呈式（藤岡市民体育館）

I 2. I 9 身元確認作業を終了する（身元未確認追体2)

I. 上野村主催による身元不明遣体出棺式及び合同火非

1 2. 2 0 
（第2回） （県スボーツセ｀ノクー及び前橋・商崎・
桐生・藤岡・窟岡・伊勢崎市）

2. 県事故対策本部解散 (17:00)

1 2. 2 4 政府日航機事故対策本部解散
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5 日航機事故対策動員状況

： 8 月 9 月 1 0月 11月 1 2月 計

現地出動 I, 064 248 

゜ ゜ ゜
I, 3 I 2 

消防職員 現地待機 I. 340 80 

゜ ゜ ゜
1,420 

小 計 2,404 328 

゜ ゜ ゜
2,732 

現地出動 L 919 50 

゜ ゜ ゜
L 969 

現地待機 2,979 

゜ ゜ ゜ ゜
2,979 

消防団員

自宅待機 29,885 

゜ ゜ ゜ ゜
29,885 

小 計 34,783 50 

゜ ゜ ゜
34,833 

警 察 捜索等 38, 123 I 7,475 7, 624 2,457 l, 95 2 67,631 

自衛隊 捜索等 47,877 3,188 910 

゜ ゜
51,975 

現地出動
上 344 55 2 

゜ ゜
401 

藤 2,767 220 24 

゜ ゜
3, 01 I 

県職員 情報収集等 1,075 453 208 150 I 02 I. 988 

小 計 4, 186 728 234 150 102 5,400 

市町村職員 惜報収集等 5,589 742 21 

゜ ゜
6,352 

日 赤 遣体検案等 966 83 

゜ ゜ ゜
I, 049 

医師会等 遺体検案等 I, 907 310 100 52 82 2,451 

,,,_ ロ 計 135, 835 2 2, 904 8,889 2,659 2,136 I 72. 423 
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6 遺体の捜索・収容から遺族への引き渡し経過

捜 | 
機動隊

索 自衛隊
消防
機体の下にある遺体捜索

写真撮影、計測

特徴等の記録

ビニールシート

毛布で処理
極楽袋

担架等で搬出

梱包～毛布のつつみ直し

自衛隊

〔藤岡第一小学校へ搬送〕

警察官、消防→納棺

〔藤岡第一小学校〕

〔藤岡市民体育館〕
死体の受付・区分（完
全体・離断体）
医師（歯科医師）立会
看護婦等補助

〔藤岡市民体育館〕

身元確認班への引継ぎ

取採全完の料
ス

資

糸

イ

各

・

ア

、

.

、

針

晒

イ

ッ

布

液
髪
片
紋
形
合
幅
ラ
＿
角

血
毛
肉
指
歯
縫
W
ド
シ
三

（藤岡市民体育館〕
〔藤岡工業高校〕 ｝安匹確認作業
〔藤岡女子高校〕

上野村へ引渡し
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7 遺体収容、身元確認、引渡、火葬状況

口
収容 総 数

身元確認 渡 数弓l
完全遣体 部分遣体

当日数！累計 当日数；累 計 当日数；累 計 当日数 i累 計
8月

： ； 

14（水）
111 i 111 I 6 3 : 163 7 1 : 7 1 3 I [ 3 I 

15（木） 156 : ： 267 2 03 : ： 366 68 : 139 47 i 78 

1 6（金） 1 3 8 405 I I 5 ； i 481 84 I 223 82 : 160 

I 7（土） 59 464 IO I ： : 582 
！ 

83 l 306 71 ： : 231 
： 

I 8（日） I 7 : 48 I 8 3 : 665 53 : 359 85 i 3 16 ： 

1 9 I月） 7 : ： 488 7 0 : ； 735 3 6 I 395 40 356 

20（火） 1 I 489 4 6 ! 781 2 0 i 41 5 33 389 

2 1（水）
： 
1 : 490 65 I 846 26 I 441 21 4 1 0 

22（木） ； 490 39 j 885 16 i 457 27 [ 437 
： ： 

23（金） 1 491 3 8 ! 923 IO [ 467 I 0 447 

24（土） I 492 
； 

80 : 1,003 8. 475 14 4 6 1 

25（日） ！ 492 48 ： ! 1,051 6 481 7 : ： ： 468 

26（月） ： 492 44 i 1,095 5 ! 486 10 : 478 
： ： ： 

27低1 : 492 3 3 i 1,128 2, 488 6 : 484 

28（水） 492 
； 
14 i 1.142 2 ; ： 490 1 ! ； 485 

29（木）
， 
492 : 4 9 494 2 ! ： 487 I 2. 1,154 

： 

： ： ： 
5 ! 30（金） 492 : I. 154 2 : 496 492 

： ： ： 

3 1（土） ： 492 16 j 1,170 2 i 498 6 : ： 498 

9月
： 
： 492 : I, I 7 0 498 498 

l （日） ： ： 

2 （月） 492 
； 
2 2 : I, I 9 2 3 : 501 2 : 500 

； 

3 ［火） 492 2 j I. I 9 4 2 5 03 3 503 

4 （水） i 492 i 1.194 1 5 04 I ： : 504 

： 
5 （木） i 492 : 1, 1 9 4 ： 504 ： 504 

i 

i 6 （金） ： 492 2 : 1. 196 ！ 504 504 
： ： ： 
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火 葬 状 況 数

藤 岡 古［叫 崎 富 岡
即．． 橋 伊勢崎 美里（埼玉）

計

当日数：累 計

： 

2 7 9 ! ， 
： 

3 41 5 4 9' ； 58 

4 I 3 2 I 20 : 78 

： 

4 30 2 11 2 8 5 7 i 135 

4 24 2 30 : 165 
： 
： 

4 1 5 2 1 22 : 18 7 

5 11 1 I 18 j 205 

4 1 3 2 1 9 i 224 
3 7 1 0 : 234 

4 7 11 ！ 245 ： 

5 7 1 2 ： : 257 
： 

5 5 1 1 1 2 : 269 

4 3 ］ I 9 i 278 
： 

4 3 1 8 ! 286 

4 4 8 ! 2 94 

4 4 1 I 10 : 304 

5 3 1 1 1 0 i 3 14 

2 1 3 : 
： 
3 1 7 

： 
2 1 1 4 i 3 2 l 

1 2 3 : ： 324 

2 2 ! 3i6 

I 1 2 i ： 328 

1 I i 329 
： 
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＼日：区

収 容 総 数
封元確認 数

完全追体 部分遣体
'31 渡

当日数！累 計 当日数 緊 計 当日数 i累 計 当日数；累 計
： ： I 

9月 ： 492 !, 196 I : 505 
： 
504 

7 （灼 ： 

！ ： ； 

8 (SJ ： 492 j 1,196 505 ： 504 
； 

9伽 4 9 2 I 1,197 1 506 1 6 05 ． 

)0因 ； 492 I, I 97 2 : 508 3 508 

＇ 
: ： 

l l株） 492 • ： 1,197 i 508 508 

12因 ； 492 l i !, 1 98 ： 508 508 
： 

; 4 92 ： ! 1, 1 9 8 2 2 ! ： 
， 

13 (/!t) 5 l 0 510 
I I ； ！ ! 
14（土） : 4 92 : 1, 1 98 i 510 ； 510 

l 5 （日） ． 492 1, I 98 i 510 ； 5 IO, ； ， 

16（月） 492 1,198 510 510 

： ： 
17因 ； 492 j L 198 l 511 1 51 l 

18（水I 492 ! 1, l 98 l 512 511 
： 

I 9 (*I 492 ： : L 19 512 1 512 

20（金） ： 492 1 : L 1 9 
： 

5 I 2 i 512 

21（土lI 4 9 2 
i 
: L 19 9 l 51 3 I j ： 5 I 3 

2 2 1UI 
: 

： 492 i 1,199 5 I 3 513 

2 3 I月1
． 
492 l [ 1, 2 0 0 513 ： 513 

24図

， 

492 i ： l, 2 0 0 
， 
5 13 i 5 13 

i 
.'”  

1 ! 25（水） 492 i ： 1,20 0 514 I ! 514 
： ： 

了26二1*1i : ： 492 3 i I, 2 03 : 514 ； 5 1 4 : 
ド" • i ： 4 92 ： : ： 1, 2 0 3 ： 5 14 ： 5 l 4 

： ； 

28（土） 492 i 1, 2 0 3 i 514 6 1 4 
： 

l r-:  , -51•5 - 1 I 29 I日） 492 i 1,203 1 515 

3 0 ()l) 492 
： 

： 515 t ； 515 2 ! 1,205 

10月 l ： i l, 2 06 ： 

I侠I 492 
！ 
515 ： 515 
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火 葬 状 況 数

藤 岡 高 崎 富 岡 即し ・ 橋 伊勢崎 美里（埼玉）
計

当日数；累 計

I I 2 : ： 3 31 

： 331 
: 
3 3 I 

： 
； 331 

3 5 8 t 339 

： 339 

： 339 

2 2 i 341 
i 3 41 
341 

， 3 41 

2 2 343 

I I 344 

3 I 4 i 348 
： 

i 348 
： 

I I ： : 349 

3 3 i 
： 352 

1 I i 353 

2 2 : 
； 355 

3 累贔 4 : 359 
： 

359 

359 

： 
359 

： 

1 1 360 

． 360 
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>
収 容 総 数 I 身元確認 サl 渡 数
完全遣体 部分遺体

当日数；累 含o' I 当日数；累 計 当日数 累 計 当日数：累 計

10月 i l, 2 0 6 I 5 1 5 1 
； 

2 1*） 492 : 515 

3 （杓
： 
492 ! 1.2 06 ： 515 i 515 : 

I 
““" 

4 （金｝ 4 9 2 ： : 1, 2 0 6 s 1 5 I ！ 515 ： 
； ． 

5 ！土］ 492 1 ； [ l, 207, ： 
， 

5 I 5 51 5 

: ： : ： 
6 （日） 492 • 1,207 5 I 5 ： 5 l 5 

： ； 

7 I月） 4 9 2 i ： l, 2 0 7 51 5 515 

81火） 49 ； i ， l, 2 0 7 5 I 5 5 1 5 

492 ： ; 1, 207 
！ 
515 I ！ 51 5 ， 
； ； 

: ： : 1,207 i I 
： ： 

10 f*I 492 ： 5 1 5 ； 515 
： 

： 
．: l 20'i ， l i 516 1 ll t<i) ， 492 5 1 5 , 9 ； ： 

12（土） ： 492 i l, 2 0 7 516 5 l 5 

： 
4 9 2 ! 

： ， ： 
13回

i : ： 1. 2 0 7 516 : 515 
： 

！ ： ： 1 9 14伽 ： 492 , L 207 : 516 5 16 
： ： ： ： 

l.5低II ： 492 i l, 2 0 7' ； 5 l 6 5 16 

と

： 492 i ： ! j, 2 0 7 ： ！ 15>;:1 ： 516 5 l 6 
： ： ： 

i 492 I : 1, 2 0 7 ： 
l 1 (＊) ； 516 ： 516 

492 I ， 
t 

2 0 (fl) i j J.207 1 5 I'/ I : 5 l ? 

21（月l ： 492 2 l ： 1. 2 0 9 517 ： 517 
： 

, I, 2 0 9 
： 

2 2 {:):) ： 492 ： 5 l7 : 517 
： 

28｛月1 ； 492 i L 2 0 9 l' 
： 518 

： l, 
: 5 1 8 

29｛火）
： 
492 ； ； 518 ， 518 
： 

. J,20 9 ： ： ： 

11月 ! l, 2 1 0 
： ： 

： 4 92 I ： 518 ： 518 4 (Ill ； 

122月0 （函 492 ： i 
， 

; ： l. 2 1 0 518 518 ： 
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火 葬 状 況 数

藤 岡 TI白勺J・ 崎 宜 岡 前 栢 伊勢崎 美里（埼玉）
計

当日数；累 計

： 
360 

： 360 
: 
360 

3 1 0 3 1 0 3 2 9 : 
： 
389 

： 389 
： 
： 389 
： 
： 
389 

； 
389 

： 389 

389 

: 
389 

： 389 

： 389 ： 

i 
389 

389 
！ 

i 389 
： 

i 389 
： 
389 

： 

i 389 

： 389 
： 

389 

389 

4 20 4 20 2 桐生 6 5 : 454 
15 ： 
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8 公共施設使用状況

（上野現地対策関係）

□ 二昂 l4 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24.1． 25 26 27 28 29 30 31 ィ， 
役楊会識 jo c o o o o o o o o o'oJo o c o o o 010 

上馴州1巴中祈学可竺体公 育 館！oo,oooooooo.ooc00 . ' ! ' 
民館 |00000000 （州平事~）

民館 11 『GoI冒00
中学• 体育館 01II 0 0 0 " 0 0 C O O O Oi I Iー，—

里中里村長寿園 1 屯…可ol一o o ! I ； 

H•心叫 'looooo~「罰゜°や
基幹媒落センター，II 1 i I I I oo!o 

小・中学体育館i01 1100 001:100'001100’ 1/00 0 0 00 0011001 I 1 ； 
万

湯l武道館 jooo1oiooooo It且］ 1 
攣攣亙.!， Irツ、,joo＇!Io1loloooo ' I I I 

町ー：：饂 00言五十—+]」----
~姻中学体育館1' I 

olo olo 

゜
叫0

゜゚
］ I 

町小学体育館It I I 

゜゚゚
l I I I I 
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（上野現地対策関係）

• :デ三 少13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 

上野村役楊

゜゚゚゜゚゚゜゚゚゜゚゚゜゚゚゜゚゚゜上

野上野村小学校

゜゚゚゜゚゚゜゚゚゜゚゚゜゚゚゜村

宿自 旧上野村西小学校

゜゚゚゜
I゚I 

北相木村小学校

゜゚゚゜゚゚゜゚゚゜゚゚゜゚99 公民館

゜゚゚゜゚゚゜゚゚゜゚゚゜゚．匡

南相木村公民館

゜゚゚゜゚゚゜゚゚゜゚舎衛 99 小学校

゜゚゚゜゚゚゜゚゚゜゚”中島公民館

゜゚゚゜野

”加佐公民館

゜゚゚゜川上村公民館

゜゚゚゜゚゚゜゚゚゜゚゚゜゚゚゜゚J 

等隊 99 小学校

゜゚゚゜゚゚゜゚゚゜゚/但iて

" 体育館

゜゚゚゜゚゚゜
） 

小海村小学校

゜゚゚゜゚゚゜゚゚゜゚゚゜゚
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（藤岡現地対策関係）

い 畠14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 邸 四 30 31 沢2 3 

藤岡市民体育館

゜゚゚゜゚゚゜゚゚゜゚゚゜゚゚
°lo oe  

゜゚遺 藤岡武道館

゜
0I 0 

゜
o1o 

゜゚゚゜゚゚゜゚゚゜゚
0I 10 

゜゚体 藤岡高校

゜゚
。
゜゚゚゜゚゚

oio 

゜゚゚゜
（） 

゜藤岡工業高校＇ 1 

! 

安

゜゚゚゜゚゚
00  

゜゚゚゜°し゜゚゚
， 

匹 籐岡女子高校 !I O 

゜゚゚゜゚゚゜゚゚゜゚
OI II O 

゜゚゚
I 

藤（ヘ岡第リポ1小ー学ト校） 
i 

心所 00  0 

゜゚゚゜゚゚
0,0 0 

゜゚ ! 
等 烏（川ヘサリポタカーート）場 I oolo 00  O) 

t ： 
！ 

藤岡市公民館

゜゚゚゜゚゚゜゚
OIO 0 

゜゚゚
fへ．

゜゚゚゜゚゚
ヽ

藤函岡螂市9立．ユJ哨交

゜゚゚゜゚゚゜゚
C 00  

゜
l 

） 

追

” 

゜゚゚゜
00 

゜゚族
神流小学校 ！ ， 

” 0 

゜゚゚゜゚゚゜゚゚゜゚゚
東中学校

） 

控
oI ・o 

I 
” 

゜
00 

゜゚ ゜
o'o 00  ｝ 

所
北中学校 i l 

99 

゜
ojo 

゜゚
00  

゜
00 0I 0 

゜! 
小野中学佼 ） 
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， 国及び県の感謝状贈呈状況
l 内閣総理大 感謝状

（地方公共団体関係） （医療関係）

除上群野岡村市• 

多野総合病院

国立闊崎病院

群馬県医師会

藤岡多野医師会

（捜索救難関係） 群馬県歯科医師会

群馬県警察本部 藤岡多野歯科医師会

関東管区告察局群馬県通信部 日本赤十字社群馬県支部

陸上自衛隊第12師団 群馬県警察医会

多野藤岡広域市町村圏振典整備組合 日本看設協会群馬県支部

消防本部 日本法医学会

上野村消防団

藤岡市消防団 （施設提供関係）

前橋営林局 群馬県立藤岡高等学校

前橋営林局高崎営林署 群馬県立藤岡女子高等学校

警視庁 群馬県立藤岡工業裔等学校

埼玉県警察本部 藤岡市立藤岡第一小学校

神奈川県警察本部 藤岡市市民体育館

新潟県警察本部

山梨県警察本部 （民間協力者関係）

長野県警察本部 上野村猟友会

静岡県警察本部 明るい社会づくりの会藤岡地区

陸上自衛隊第1ヘリコプク ~99団 桑の実会

陸上自衛隊第1空挺団 多野藤岡ライオネスクラブ

1l 陸上自衛隊東部方面通侶群 多野藤岡ライオソズクラプ

陸上自衛隊東部方面航空隊 藤岡多野更生保誰婦人会

海上自衛隊「まつゆきJぎ装員ー同 藤岡市母子保護連盟

藤岡市民生児蛮委員協識会婦人部

航空自衛隊中部航空方面隊・入間基 籐岡市連合婦人会

地所在部隊等災害派逍指揮下部隊 藤の根会

航空自衛隊航空救難団

第三管区海上保安本部
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2 日航機事故対策本部長（運輸大臣）感謝状

（地方公共団体関係） （捜索救難関係）

中里村 航空自衛隊第4術科学校・熊谷基地

前橋市 所在部隊

高崎市 航空自衛隊偵察航空隊

伊勢崎市 川上村消防団

富岡市 南相木村消防団

新町 北相木村消防団

鬼石町 南相木村栗生予備消防団

吉井町 佐久地域広域行政事務組合消防本部

万場町 秩父広域市町村臨組合消防本部

下仁田町 東京消防庁

長野県 長野営林局

佐久市 長野営林局臼田営林署

臼田町 海上保安庁水路部

佐久町

小海町 （医療関係）

川上村 前橋赤十字病院

南牧村 原町赤十字病院

南相木村 群馬大学医学部法医学教室

北相木村 群馬県医師会女医会

八千穂村 日本赤十字社

日本赤十字社茨城県支部

（捜索救難関係） 日本赤十字社栃木県支部

陸上自衛隊相馬原駐屯地業務隊 日本赤十字社埼玉県支部

陸上自衛隊新町駐屯地業務隊 日本赤十字社千葉県支部

新町消防団 日本赤十字社東京都支部

鬼石町消防団 日本赤十字社神奈川県支部

吉井町消防団 日本赤十字社山梨県支部

万場町消防団 日本赤十字社長野県支部

中里村消防団 日本赤十字社静岡県支部

高崎市等広域消防組合消防本部 東京歯科大学法歯学教室

陸上自衛隊悔品補給処及び支援諸部 日本大学歯学部法医学教室

隊

陸上自衛隊化学学校 （施設提供関係）

航空自衛隊飛行教育集団・同災害派 上野村立上野小学校

造指揮下部隊 上野村立上野中学校

航空自衛隊術科教育本部・第 1術科 上野村教育委員会

諏 鬼石町立鬼石小学校
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（施設提供関係）

鬼詞立鬼石中学校

鬼石町教育委員会

群馬県立万場高等学校

群馬県教育委員会

中里村立中里中学校

中里村教育委員会

藤岡市立小野小学校

藤岡市立神流小学校

藤岡市立平井小学校

藤岡市立藤岡第二小学校

藤岡市立美九里西小学校

藤岡市立美九里東小学校

藤岡市立美土里小学校

藤岡市立小野中学校

藤岡市立北中学校

藤岡市立西中学校

藤岡市立東中学校

藤岡市教育委員会

万場町立万場小学校

万場町立万場中学校

万場町教育委員会

藤岡市一丁目公会堂

高崎鉄道管理局高崎駅

日本電信電話株式会社群馬支社

東京電力株式会社群馬支店

藤岡市偕同苑

前橋市斎場

高崎市斎場

伊勢崎市火葬場

富岡市斎場

こだま堅苑

光徳寺

川上村教育委員会

北相木村教育委員会

小海町教育委員会

長野県教育委員会
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（施設提供関係）

南相木村教育委員会

秋山林野保議組合

日本露信電話株式会社

朝日航洋株式会社

株式会社関電工

全国霊柩自動車協会

帝都典礼株式会社

（民間協力者関係）

明るい社会づくりの会高崎地区

明るい社会づくりの会伊勢崎地区

明るい社会づくりの会榛名地区

明るい社会づくりの会新町地区

明るい社会づくりの会鬼石地区

明るい社会づくりの会吉井地区

明るい社会づくりの会富岡甘楽地区

明るい社会づくりの会安中碓氷地区

明るい社会づくりの会玉村地区

上野村商工会

上野村森林組合

上野村第一区

上野村第二区

上野村第三区

上野村第四区

上野村第五区

上野村第六区

上野村第七Ii.

上野村第八区

上野村第九区

上野村第十区

上野村第十一区

上野村第十二区

上野村第十三区

上野村農業協同組合

奥多野農業協同組合

かたりべの会



（民問協力者関係）

ガールスカウト群馬県第63団

ガールスカウト日本連盟群馬県支部

黒百合会

群馬県医薬品卸協同組合

群馬県神社庁

群馬県青年赤十字奉仕団

群馬県仏教連合会

群馬県薬剤師会

群馬県立藤岡工業高等学校JRC

群馬県立藤岡女子高等学校JRC

群馬藤岡農業協同組合

国際ソロプチミスト前橋

三本木村づくり

手話サークルのぎくの会

高崎和田ライオネスクラフ・

多野林業協同組合

富岡ライオネスクラフ・

藤岡交通安全協会奥多野支部

藤岡交通安全協会藤岡支部

藤岡市小野農業協同組合

藤岡市交通指羽員

藤岡市青年経営者協謡会

藤岡市農業協同組合胄年部

藤岡市婦人防火クラフ・

藤岡市宮本町生活学校

藤岡商工会識所婦人部

藤岡市立小野小学校PTA

藤岡市立小野中学校PTA

藤岡市立神流小学校PTA

藤岡市立北中学校PTA

藤岡市立東中学校PTA

むつぽしの会

吉井町婦人会

倫理研究所藤岡実践部

梓山婦人会

小海町日赤奉仕団
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（民間協力者関係）

I小海町連合婦人会



3
 
群馬県知事感謝状

地方公共団体の部 警察関係の部

藤

上
岡

野

関東管区警察局群馬県通信部

北海道詈察本部

青森県警察本部

秋田県警察本部

福島県警察本部

岐阜県警察本部

愛知県警察本部

大阪府警察本部

広島県警察本部

福岡県笞察本部

新

鬼

吉

万

中

前

高

伊

富

下

石

井

場

里

橋

崎

勢 崎

岡

市

村

町

町

町

町

村

市

市

市

市

仁

多野藤岡広域市町村圏
振典整備組合

多野藤岡広域市町村圏
振典整備組合消防本部

田 町

自衛隊関係の部

多野藤岡広域市町村圏
振典整備組合上野消防出張所

邸崎市等広域消防組合消防本部

群馬県教育委員会

藤岡市教育委員

鬼石町教育委員

教育委員

教育委員

育

会

会

万

中

上

場

里

野

町

村

村
教 委 員

会

会

会

警察関係の部

陸上自衛隊第 12師団

陸上自衛隊第 1ヘリコプクー団

陸上自衛隊第 1空挺団

陸上自衛隊東部方面航空隊

陸上自衛隊東部方面通信群

陸上自衛隊相馬原駐屯地業務隊

陸上自衛隊新町駐屯地業務隊

陸上自衛隊孟品補給処

陸上自衛隊化学学校

航空自衛隊中部航空方面隊

航空自衛隊飛行教育集団

航空自衛隊中部航空警戒管制団

航空自衛隊熊谷基地

航空自衛隊保安管制気象団飛行
点検隊

群 馬 '［日" 警 察

警 視 庁

埼玉肌 警察 本 部

長野県 警察 本 部

神奈川県警察本部

新潟県 警察 本 部

静岡 県 警察 本 部

山 梨県 警 察 本 部

消防団の部

上 野 村 消 防 団

藤 岡 市 消 防 団

新 町 消 防 団

鬼 石 町 消 防 団

吉 井 町 消 防 団

万 場 町 消 防 団

中 里 村 消 防 団
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公的協力機関の部

多野総合病

前楯営林

前橋営林局高崎営林署

国立高崎病院

東京消防庁航空隊

群馬大学医学部法医学教室

前橋市斎

高崎市斎

伊勢崎市火葬

藤岡市偕同

富岡市斎

院

局

場

場

場

苑

場

型苑

第 1管区海上保安本部

第 2管区海上保安本部

第 3管区海上保安本部

第 4管区海上保安本部

第 5管区海上保安本部

第 9管区海上保安本部

こ だ ま

施設提供機関の部

群馬県立藤岡高等学校

群馬県立藤岡女子高等学校

群馬県立藤岡工業高等学校

群馬県立万場高等学校

藤岡市立藤岡第一小学校

藤岡市立藤岡第二小学校

藤岡市立神流小学校

藤岡市立小野小学校

藤岡市立美土里小学校

藤岡市立美九里東小学校

藤岡市立美九里西小学校

藤岡市立平井小学校

藤岡市立西中学校

藤岡市立東中学校

藤岡市立北中学校

藤岡市立小野中学校

施設提供関係の部

鬼石町立鬼石小学校

鬼石町立鬼石中学校

万場町立万場小学校

万場町立万場中学校

中里村立中里中学校

上野村立上野小学校

上野村立上野中学校

藤岡市市民体育館

藤岡市武道館

藤岡市一丁目公会堂

神ケ原公会堂

民問協力団体の部

群馬県医師会

群馬限歯科医師会

藤岡多野医師会

藤岡多野歯科医師会

群馬県警察医会

日本赤十字社

日本赤十字社茨城県支部

日本赤十字社栃木県支部

日本赤十字社埼玉県支部

日本赤十字社千葉県支部

日本赤十字社東京都支部

日本赤十字社神奈川県支部

日本赤—ド字社群馬県支部

日本赤十字社医療セソター

日本赤十字社静岡県支部

水戸赤十字病院

猿島赤十字病院

芳賀赤—ド芋病院

大田原赤十字病院

足利赤十字病院

大宮赤十字病院

小川赤十字病院
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民間協力団体の部 民間奉仕団体の部

深谷赤十字病院

成田赤十字病院

千葉県赤十字血液セソター

武蔵野赤十字病院

新宿赤十字産院

葛飾赤十字産院

大森赤十字病院

横浜赤十字病院

秦野赤十字病院

津久井赤十字病院

静岡赤十字病院

前橋赤十字病院

原町赤十字病院

日本看護協会群馬県支部

上野村猟友会

上野村森林組合

上野村農業協同組合

上野村商工会

多野林業協同組合

群馬県仏教連合会

光徳寺

群馬県神社庁

東京電力仰群馬支店藤岡営業所

日本電信電話節群馬支社

国際典業節前橋営業所

朝日航洋株式会社

アジア航測株式会社

新日本ヘリコプクー株式会社

民間奉仕団体の部

明るい社会づくりの会榛名地区

明るい社会づくりの会新町地区

明るい社会づくりの会鬼石地区

明るい社会づくりの会吉井地区

明るい社会づくりの会玉村地区

上野村第 1区

上野村第2区

上野村第 3区

上野村第4区

上野村第5区

上野村第6区

上野村第7区

上野村第8区

上野村第9区

上野村第 10区

上野村第 11区

上野村第 12区

上野村第 13区

かたりぺの会

ガールスカウト群馬県第63団

ガールスカウト日本連盟群馬県支部

合

実会

群馬県医師会女医会

群馬県青年赤十字奉仕団

群馬県立藤岡女子高等学校JRC 

群馬県立藤岡工業邸等学校JRC

国際ソロブチミスト前橋

手話サークル野ぎくの会

高崎和田ライオネスクラプ

藤岡市連合婦人会

明るい社会づくりの会高崎地区

明るい社会づくりの会伊勢崎地区

明るい社会づくりの会藤岡地区

明るい社会づくりの会富岡甘楽地区

明るい社会づくりの会安中碓氷地区

黒

桑

百

の

会

多野藤岡ライオネスクラプ

多野藤岡ライオソズクラプ

富岡ライオンズクラフ・

藤岡交通安全協会奥多野支部

藤岡市立神流小学校PTA

藤岡市立小野小学校PTA
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民閻奉仕団体の部

藤岡市立東中学校PTA

藤岡市立北中学校PTA

藤岡市立小野中学校PTA

藤岡市三本木村づくり

藤岡市農業協同組合青年部

藤岡市婦人防火クラフ・

藤岡市母子保護連盟

藤岡市宮本町生活学校

藤岡市民生児童委員協謡会婦人部

藤岡商工会厳所婦人部

藤岡青年経営者協議会

藤岡多野更生保護婦人会

藤岡交通安全協会藤岡支部

藤岡市交通指迎員

藤の根会

むつぽしの会

吉井町婦人会

倫理研究所藤岡実践部
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10. 新 聞 報 道
8/13 上毛新聞

長野。群馬県境の山中

十
二
日
午
後
六
時
半
す
ぎ
、
羽
田
か
ら
大
阪
に
向
か
っ
た
日
本
航
空

1
2
3便
ジ
ャ
ン
ボ
機
（
高
浜
雅
己
機
長
、
乗
客
乗
員
五
百
二
十
四
人
）

が
、
機
体
の
異
状
を
羽
田
空
港
の
管
制
塔
に
連
絡
し
た
後
、
長
野
、
群
馬
、
.
埼
玉
三
県
境
の
山
岳
地
帯
に
墜
落
、
炎
上
し
た
。
長
野
県
誓
に
よ

る
と
墜
落
現
場
は
長
野
県
南
佐
久
郡
北
相
木
村
と
み
ら
れ
て
お
り
、
同
県
警
な
ど
が
救
援
活
動
を
始
め
て
い
る
が
、
現
場
は
標
高
千
五
百
H
か

ら
二
千
奸
の
山
中
で
難
航
し
て
い
る
。
同
機
は
お
盆
休
み
の
帰
省
客
な
ど
で
満
席
で
、
一
機
で
乗
員
乗
客
五
百
二
十
四
人
が
遭
難
し
た
の
は
、

日
本
で
は
も
ち
ろ
ん
世
界
の
航
空
史
上
で
も
最
大
の
事
故
と
な
っ
た
。
乗
客
名
簿
に
よ
る
と
、
高
崎
市
貝
沢
町
、
会
社
員
、
竹
下
元
章
さ
ん
（
四
ハ
）

が
乗
っ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
竹
下
さ
ん
は
、
本
県
代
表
と
し
て
甲
子
園
に
出
場
し
て
い
る
膜
大
二
高
野
球
部
員
、
政
宏
選
手
（
同
校
二
年
）

の
父
親
。
今
月
七
日
か
ら
母
親
、
か
ゆ
子
さ
ん
（
四
四
）
と
と
も
に
甲
子
園
に
応
援
に
い
き
、
十
二
日
朝
に
ひ
と
り
で
自
宅
に
帰
り
同
日
、
再
び
甲

子
園
の
応
援
に
向
か
う
予
定
だ
っ
た
。
現
在
は
指
月
電
機
に
勤
務
し
て
い
る
が
、
三
十
一
年
か
ら
三
十
七
年
ま
で
プ
ロ
野
球
の
広
島
カ
ー
プ
で

捕
手
を
し
て
い
た
経
歴
も
あ
る
。

＝ 

4
 
2
 
5
 

しい

n
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麿
芝
ジ
ニ
ッ
ト
燃
房
農
、
な
ぎ
倒
さ
れ
墨
こ
げ
に
な
っ
た
碑
森
、
飛
阪
し
た
醤
の
下
に
押
し
つ
ぷ
さ
れ
た
晏
I
I。
一
十
四
人
を
翌
せ
た
日
欝
ジ

ャ
ン
ポ
緊
喜
、
馨
喋
堅
の
多
喜
上
野
村
の
醤
岳
中
に
麗
し
た
班
蜀
均
は
一
夜
明
け
た
1
,
l
-
＿
曰
、
鰐
つ
く
よ
う
な
炎
天
の
下
で
醤
、
扉
、
埼
暑

磨
、
空
睦
嘉
衛
隊
、
地
元
消
防
認
な
ど
翠
房
薔
盟
誓
い
た
。
全
乱
詈
み
ら
れ
て
い
た
衷
屑
喜
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
四
人
が
生
存
、
ホ
ッ
と
さ
せ

た
も
の
の
、
史
上
臭
晨
癸
参
事
に
醤
は
讐
誓
す
る
ば
か
り
。
本
媒
閲
箆
で
は
醤
醤
キ
回
に
送
り
出
し
た
戻
裔
哭
—
璽
の
父
親
が
応
扱
に
か
け
つ
け

る
途
中
、
事
故
に
あ
足
。
自
を
瑕
う
慕
泣
現
均
で
、
奇
跡
の
生
存
者
の
い
る
病
院
で
、
す
す
り
泣
き
の
四
体
安
四
所
で
、
大
事
放
を
ル
ポ
し
た
。

瞑
生
森
の
木
々
が
哀
こ
そ
さ
に

な
き
倒
さ
れ
て
い
る
。
立
っ
て
い

る
カ
ラ
訟
も
枝
菜
は
恣
ス
苺
き
て

栢
く
い
の
よ
う
だ
。
ジ
ニ
ッ
ト
燃

誤
と
焼
け
こ
げ
3
異
衷
が
昂
を
つ

く
。
そ
の
、
え
ぐ
り
攻
ら
れ
た
山

屈
3
斜
面
に
ジ
ャ
ン
ポ
敬
の
双
体

巖
乱
し
、
十
二
時
閻
た
っ
て
も

魯
ん
が
く
す
ぶ
り
詞
け
る
中

に
、
辺
伝
や
坦
品
が
1
9
い
る
い
と

敗
息
る
。
そ
の
悛
状
に
担
窓
硲

鼻
つ
く
燃
料
の
余
じ
ん

は
底
を
の
ん
だ
。
翌
欝
勁
は
ピ
ッ
チ
を
早
め
た
。

こ

も

た

中

で

嬰

の

履

が

炊

き

出

し

部

隊

も
鳳

行
わ
れ
た
。
し
か
し
五
体
詔
足
な

も
の
は
一
っ
と
し
て
な
い
。
固
や

唇
ど
パ
ラ
バ
ラ
°
焼
け
こ
げ
て

堂
翌
墨
で
き
な
い
も
の
も
。

4
，
一
―
-
日
雷
一
時
、
巨
竪
本
部

救
い
よ
う
の
な
い
翌
薔
勁
眩
の
思
地
本
部
（
本
部
＂
i

．
涅
斐

に
「
生
呈
て
る
ぞ
ー
．
」
の
声
が
来
夫
刑
祖
翌
）
、
回
七
時
、
村
日

ん
だ
の
は
午
前
十
一
時
す
さ
だ
っ
抗
岱
落
事
故
対
策
本
郎
（
本
部
呈

た
。
「
ま
募
」
と
四
を
只
合
わ
●
忠
沢
吝
脊
長
）
を
設
埒
一

せ
る
披
索
認
衷
ら
。
こ
の
時
点
で
時
「
墜
恣
衷
~
筏
菩
瞑
側
で
は

賠
召
「
辺
佐
確
認
」
か
ら
「
生
な
い
か
J

と
の
切
咀
が
流
れ
た

存
者
迎
し
」
に
方
針
が
切
り
四
え
が
、
岡
五
時
逗
き
、
夜
明
け
と
と

ら
れ
、
照
り
つ
け
る
咎
名
の
中
で
も
に
行
わ
れ
た
ヘ
リ
―
ラ
ク
ー
に

露
認
雛
航
」
に
ぼ
う
然

よ
る
挫
索
で
上
野
村
と
判
明
、
ニ

つ
の
本
部
が
匹
か
れ
た
村
役
均
は

ハ
チ
の
ぬ
を
哭
つ
い
た
よ
う
な
あ

わ
た
だ
し
さ
。

哀
坦
に
向
か
う
苫
奴
宮
、
自
額

隊
坦
ら
。
笹
塁
山
付
近
に
く
わ

し
い
村
の
岱
原
深
沐
祖
｛
員
ら
が

突
内
夜
に
。
空
か
ら
も
ヘ
リ

n
プ

ク
ー
で
現
拉
に
芦
竺
0
°
忠
沢
村

長
は
「
や
は
り
、
と
い
う
感
じ
。

村
民
志
出
勁
で
す
」
と
炊
き
出
し

部
隊
も
出
た
D

国
有
林
内
に
改
乱
す
る
謬
体
の

状
況
か
ら
「
全
只
絶
虫
か
」
の
虫

家
族

い
空
気
が
胃
こ
め
る
。
そ
こ
ヘ
一

皐

一

時

5
「
生
存
者
が
い
る
t

醤
」
の
問
報
が
入
り
、
一
瞬
、
一

胃
の
表
団
が
な
兄
だ
。

同
十
一
時
半
f
J
ろ
に
は
、
速
節

醤

空

醤

喜

欝

会

（

八

田

彗
呑
目
長
）
が
翌
3
、
午
袈
一

時
半
こ
ろ
山
下
班
夫
並
酷
相
が
衷

地
入
り
す
る
な
ど
、
事
故
原
因
究

明
へ
も
血
く
。

同
二
時
十
分
、
生
存
者
四
人
が

悪
3
、
四
岡
市
の
多
野
総
金
窃

院
へ
。
田
四
の
更
昌
芙
さ
ん
(
g
-

六
）
を
除
い
て
享
人
は
意
誼
も
は
っ

き
り
し
て
い
る
と
い
う
。
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日
航
ジ
ャ
ン
ポ
機
墜
落
叩
故

で
、
奇
跡
的
に
生
遠
し
た
母
子
の

乗
客
ら
四
人
は
、
ま
だ
搬
出
さ
れ

て
い
な
い
約
三
百
人
の
迫
体
が
折

り
lllな
る
せ
い
惨
な
況
坦
で
、
迫

体
と
遺
体
の
わ
ず
か
な
空
間
か
ら

助
け
出
さ
れ
た
こ
と
が
十
四
日
午

後
、
救
出
に
当
た
っ
た
地
元
潤
防

団
目
の
証
孟
で
分
か
っ
た
。
生
存

嘉
人
は
、
週
体
の
山
の
中
で
、

鼻
が
は
っ
き
り
し
な
が
ら
も
、

自
力
で
抜
け
山
す
こ
と
が
で
き

ず
、
不
安
な
ま
ま
夜
を
過
こ
し
、

発
見
さ
れ
る
ま
で
の
約
十
五
時
間

を
耐
え
抜
い
た
。

約
三
百
人
の
迫
体
が
あ
る
ス
ゲ

ノ
沢
の
谷
底
に
一
番
乗
り
し
た
の

は
、
上
野
村
爵
防
団
第
五
分
団
長
、

闘
武
士
さ
ん

m
巴
ら
同
分
闘
山
の
中
か
ら
片
腕
菰
て
、
そ
れ
i

吉
的
さ
ん
を
救
出
国
と
、
ほ
一
＜
安
心
し
た
の
か
目
を
閲
じ
た
．

九
人
と
、
機
血
隊
口
約
十
人
の
計
が
確
か
に
動
い
て
い
る
。
「
渉
中
で
一
と
ん
ど
同
じ
謁
所
で
女
の
子
が
動
吉

g
さ
ん
の
長
女
央
紀
了
ち
ゃ

約
二
十
人
。
ど
ち
呂
手
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
い
て
い
る
の
が
分
か
っ
た
。
吉
的
ん
（
八
己
は
、
ア
ゴ
と
左
ヒ
ザ
が
変

腐
さ
ん
の
話
に
よ
る
と
ー
。
で
し
た
砿
悠
求
め
て
わ
れ
わ
i

さ
ん
と
同
呈
う
に
救
山
。
女
の
色
す
る
ほ
ど
の
打
揆
の
跡
が
あ
っ

屈
沢
さ
ん
ら
は
入
山
し
て
か
ら
約
れ
を
呼
ん
だ
の
だ
と
思
い
ま
す
」
i

子
は
柄
も
の
の
ワ
ン
ピ
ー
ス
に
サ
た
が
、
他
に
外
閲
は
な
か
っ
た
。

m応
沢
さ
ん
は
「
し
っ
か
り
し
ろ
、

~
曹
~

二
時
間
半
後
の
十
三
日
午
前
十
時
黒
沢
さ
ん
ら
は
、
同
囲
に
あ
っ
ン
ダ
ル
腹
き
。
衣
眼
は
ほ
と
ん
ど

す
ぎ
、
墜
落
取
拗
北
斜
面
の
ス
ゲ
た
手
こ
ろ
な
木
の
枝
を
切
り
取
乱
れ
て
お
ら
ず
、
意
識
も
は
っ
き
し
っ
か
り
し
ろ
」
と
何
度
も
励
ま

ノ
沢
に
到
行
し
た
。
そ
こ
で
わ
ず
り
、
そ
れ
を
テ
コ
に
し
て
逍
体
の

6
し
て
い
る
。
閃
而
は
そ
う
臼
で
、
し
た
。
苦
紀
子
ち
ゃ
ん
は
そ
の
都

誓
平
屈
の
谷
底
前
方
に
多
数
山
を
か
き
分
け
、
生
存
窟
品
助
け
一
黒
訳
さ
ん
を
見
な
が
ら
日
を
開
い
一
度
、
目
は
つ
ぶ
っ
た
ま
ま
―

2
年
ず

の
設
の
山
を
見
つ
け
た
0

出

し

た

。

た

り

閉

じ

た

り

し

た

。

＿

い

て

、

m沢
さ
ん
に
こ
た
え
た
。

午
前
十
一
時
、
煎
沢
さ
ん
ら
は

一
芙
紀
子
ち
ゃ
ん
を
担
架
で
晟
の

途
中
、
所
々
に
手
足
や
肉
片
が

m初
に
助
け
出
し
た
の
は
女
一
覇
防
団
の
仲
間
が
木
の
屡
切

散
乱
し
隙
臭
の
漂
う
惨
状
屎
沢
娃
服
は
ボ
ロ
ポ
ロ
に
な
っ
て
い
一
り
、
残
が
い
の
中
か
ら
兄
つ
け
た

さ
ん
ら
も
忠
わ
ず
目
を
そ
む
け
る
が
意
識
は
唸
。
「
家
族
四
人
で
飛
行
機
の
毛
布
を
利
用
し
て
担
架
町
上
に
迎
び
上
げ
た
。
し
か
し
、

た
。
突
然
「
手
が
励
い
て
い
る
ぞ
」
乗
っ
て
い
ま
す
」
と
だ
け
勅
々
し
一
を
作
っ
た
薗
沢
さ
ん
は
女
の
子
そ
の
後
、
約
二
時
間
近
く
の
閻
、

と
の
機
励
腺
口
の
大
声
。
限
沢
さ
く
つ
母
い
ぢ
名
前
を
皿
く
と
を
犯
い
て
担
架
に
皿
び
、
途
中
、
自
衛
隊
の
ヘ
リ
が
到
舒
せ
ず
「
早

ん
は
一
瞬
「
あ
り
切
な
い
。
錯
党
「
ヨ
シ
ザ
キ
で
す
」
と
答
え
た
き
名
前
を
祁
ね
た
。
「
ヨ
シ
ザ
キ
・
ミ
く
連
れ
て
い
っ
て
S
れ
な
い
と
、

因
な
い
か
」
と
息
っ
た
と
い
う
。
一
り
目
を
閉
じ
た
。
吉
崎
間
子
さ
ん
キ
コ
で
す
」
と
、
節
く
ほ
ど
し
っ
死
ん
で
し
ま
う
の
で
は
」
と
気
を

し
か
し
、
よ
<
兄
る
と
迫
体
の
(
克
巴
だ
っ
た
o

一
●
か
り
と
答
ぇ
そ
の
後
は
よ
う
ゃ

生
存
者
救
出
の

消
防
団
員
証
言

「
片
腕
が
動
し
て
し
る
」

‘
 
‘
 

上毛新聞

も
ん
だ
3

午
前
十
一
時
前
、
同
じ

場
所
で
残
る
二
人
も
救
出
さ
れ
、

午
後
一
時
す
ぎ
、
全
具
が
自
衛
眩

の
ヘ
リ
で
病
院
に
収
容
さ
れ
た
。
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欝
市
で
絨
け
ら
れ
て
い
る
日
緊
、
蓋
が
襲
だ
っ
た
甲
子

醤
事
故
辿
体
の
坦
元
確
機
＂
菜
園
球
即
、
竹
下
計
を
励
ま
す
よ
う

は
、
十
六
日
、
こ
れ
ま
で
の
障
岡
に
霰
き
わ
た
っ
た
。

蔽
屈
屈
の
ほ
か
、
叫
似
の
激
御
巣
腐
山
の
迎
難
叫
い
か
ら
板

じ
ぃ
“
バ
ラ
パ
ラ
辿
体
＂
の
四
か
苑
・
迎
体
確
認
叫
所
の
市
氏
体
資

芦
だ
障
凹
平
益
で
も
行
わ
れ
た
。
餡
に
皿
ぴ
込
ま
れ
る
辿
体
は
、

ijJ

ピ
こ
で
の
疫
元
判
叩
は
は
か
ど
ら
故
塘
生
か
ら
ま
る
四
日
閻
経
っ
て

茶
J

、
船
と
の
ぞ
い
て
は
瓜
わ
ず
国
い
る
た
め
脳
敗
が
辿
ん
で
い
似
が

薔
て
む
け
る
肉
叫
の
や
り
切
れ
ぬ
ひ
ど
く
、
こ
の
日
午
後
三
時
ま
で

涵
佃
が
惨
劇
の
様
子
を
浮
か
ぴ
主
の
以
元
判
町
は
わ
ず
か
十
三
体
と

社
ら
せ
て
い
た
。
訟
溶
現
叫
で
の
い
う
ス
ロ
ー
ペ
ー
ス
。
歯
の
診
旗

嘉
暑
腐
の
ピ
’
チ
も
ダ
ウ
一
カ
ル
テ
を
も
と
に
開
醤
に
あ

i

ン。

m苦
し
い
空
紹
の
中
、
家
族
た
る
い
森
認
梃
会
の
大
国
知
阪
師

籍
概
拗
所
の
テ
レ
ビ
を
通
じ
て
甲
l

は
「
一
体
だ
か
＝
＝
一
体
だ
か
わ
か
ら

手
園
か
ら
流
れ
る
此
大
二
咋
の
狡
な
い
も
の
が
多
く
、
似

mに
や
ら

さ
る
を
糾
な
い
」
と
説
叩
、
確
認

作
業
は
騒
切
化
し
そ
う
。

隙
岡
工
業
咋
佼
体
百
餡
に
は
市

民
体
育
餡
で
且
元
が
確
認
さ
れ
な

か
っ
た
辿
体
ば
か
り
が
集
め
ら

れ
、
家
族
が
そ
れ
ぞ
れ
二
人
ず
つ

対
血
に
よ
る
確
晶
を
行
っ
た
が
虹

元
の
判
IJJは
円
無
に
近
く
、
家
族

ら
は
が
っ
く
り
。

同
市
内
の
小
、
中
賛
力
所
に

一
設
け
ら
れ
た
家
族
雙
ぽ
に
は
こ

藤
岡
工
高

肛
鱈
鱈
闘
闘
鱈
闘
囀
F
l
[—突
貫
作
業
で
第
二

蒻
確
認
の
迎
れ
と
舅
か
ら
特
隊
只
九
百
人
の
連
一
千
七
百
人
、
ヘ
リ
ポ
ー
ト
完
成

皐
象
誓
の
い
ら
立
ち
は
証
ヘ
リ
ニ
十
九
褪
が
胃
さ
れ
詞
日
．
一
友
璽
ヘ
リ
ポ
ー
ト
建
設

ま
る
ば
か
り
だ
っ
た
。
午
前
七
時
半
か
ら
行
わ
れ
た
。
追
作
菜
は
十
充
日
朝
か
ら
砕
上
自
衛

体
は
狙
似
が
激
し
く
職
別
で
き
な
隊
十
二
施
設
大
隊
の
突
四
作
業
が

い
も
の
も
あ
り
、
手
、
足
、
閉
体
続
け
ら
れ
て
い
た
が
、
十
六
日
正

遺
体
収
容
作
業
、

数
体
一
緒
に
変
更
と
何
体
か
を
一
緒
に
包
む
方
法
に
午
完
成
し
た
。

迎
体
収
各
作
菜
は
、
県
巫
協
箭
変
わ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
十
罪
日
―

ま
で
「
収
容
辿
休
何
休
」
と
発
表

さ
れ
た
も
の
が
、
祠
包
み
」
と
—

発
表
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
百
四

士
酋
発
か
搬
送
さ
れ
た
。

米
国
の
調
査
団
も

ま
た
、
こ
の
日
は
、
米
辿
郎
迎

佃
安
全
委
具
会
、
迎
邦
航
空
凶
、
―

ボ
ー
イ
ン
グ
社
か
ら
な
る
米
政
府

潤
森
団
が
迎
諭
竹
事
故
閥
究
委
只

と
と
も
に
坦
栂
を
狙
采
。
閻
潤
の

胴
休
後
部
な
ど
を
中
心
に
見
て
回

っ
た
。
な
ぎ
倒
さ
れ
、
焼
け
知
げ

た
栂
木
の
固
に
敗
乱
す
る
概
体
の

破
片
、
迎
休
な
ど
悲
惨
な
状
況
に

四
を
し
か
め
る
シ
ー
ン
も
。

判
明
皆
無
に
家
族
が
っ
く
り

号閃l
枷じヽ

ヽ

期
化
へ
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8/26 読売新聞 8/21 朝 日 新聞

夜
間
救
出
へ
導
入
決
め
る

8/21 

陸
自
ヘ
リ
に
暗
視
装
置

衆
昌
日
航
機
墜
落
で
防
衛
庁

日
本
郎
空
の
墜
落
事
故
が
二
十
日
い
」
と
述
べ
た
。
ま
た
、
卑
迎
姉
こ
披
災
名
の
お
気
持
ち
を
受
含

の
腐
翡
質
会
で
粂
買
か
ら
相
は
「
二
塵
起
こ
ら
ぬ
よ
う
万
全
闘
腐
い
。
一
二
翡
の
醤
盟

塁
げ
ら
れ
、
参
名
人
と
し
て
出
を
期
し
た
い
j

と
笞
え
た
。
故
に
替
、
再
び
こ
う
い
う
ホ
故
を

塁
乱
の
契
痰
悶
社
長
は
腐
で
は
、
麗
も
の
め
い
隠
起
こ
し
、
お
わ
び
申
し
あ
げ
る
次
第

「
き
わ
め
て
裟
の
方
々
府
い
爺
祈
要
め
一
裔
の
翌
っ
。
栗
で
す
」
と
四
を
下
げ
た
。

を
な
く
し
、
ま
こ
と
に
申
し
訳
な
社
長
が
郡
菌
を
求
め
、
さ
遮
族
や
旧
宝
末

m民
（
社
会
）
は
、
自
悩

墜
の
初
監
屑
蒻
琵
、
叩
故

匝
後
に
は
fUJ人
も
い
た
と
み
ら
れ
る

生
存
名
を
故
い
き
れ
な
か
っ
た
の
で

は
な
い
か
、
と
た
だ
し
た
。

防
循
庁
の
大
森
迎
掛
昧
基
は
「
現

在
の
位
囮
詞
定
方
式
で
は
、
夜
間
に

現
均
を
叩
足
し
よ
う
と
し
て
も
、
プ

ラ
ス
・
マ
イ
ナ
ス
三
ー
五
ャ
0

の
限
辺

が
で
き
る
。
照
明
那
を
使
う
こ
と
も

考
え
た
が
、
山
火
平
の
お
そ
れ

Jg

る
の
で
見
合
わ
世
た
。
ヘ
リ
コ
プ
タ

ー
に
サ
ー
チ
ラ
イ
ト
は
あ
る
が
、
祖

.

，

1
:
9
,
 ．．
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群
馬
山
中
で
起
き
た
日
航
ジ
ャ
装
饂
で
、
地
上
部
隊
の
一
部
に
は
、

ン
ポ
椴
繋
落
事
故
で
、
自
衛
隊
の
す
で
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
も

夜
問
行
動
能
力
の
”
百
点
“
が
明
の
の
、
航
空
部
隊
へ
の
導
入
は
初

ら
か
に
な
っ
た
が
、
防
衛
庁
は
二
め
て
。
日
航
機
事
故
で
は
、
繋
落

十
四
日
、
隣
上
自
衛
隊
の
ヘ
リ
コ
し
た
回
後
は
、
救
出
さ
れ
た
四
人

プ
タ
ー
部
隊
に
、
操
縦
翌
用
の
暗
以
外
に
も
生
存
者
が
い
た
と
み
ら

視
装
臨
を
装
暉
す
る
方
針
を
決
め
れ
る
こ
と
か
ら
、
「
も
っ
と
早
く

た
°
畏
明
か
り
な
ど
の
か
す
か
な
救
助
隊
が
到
緬
で
き
な
か
っ
た
の

巻
四
子
的
に
増
幅
、
暗
夜
で
も
か
」
と
の
声
も
出
て
い
る
が
、
暗

四
百
認
先
ま
で
識
別
で
き
る
最
新
坦
鍍
饂
が
装
価
さ
れ
れ
ば
、
夜
問

1
 

の
災
害
時
の
救
助
活
動
に
も
大
き
の
物
体
を
正
確
に
識
別
出
来
る
能

な
威
力
を
発
抑
す
る
も
の
と
期
待
力
を
持
っ
て
い
る
°
価
格
は
一
台

さ

れ

て

い

る

。

四

百

万

円

前

後

で

、

ヘ

リ

一

態

に

装
価
さ
れ
歪
叩
視
麗
は
、
操
二
台
ず
つ
装
備
す
る
°
来
年
早

縦
士
や
射
手
が
ヘ
ル
メ
ッ
ト
に
装
々
に
も
参
考
品
四
台
を
眺
入
し

羽
双
眼
鑓
の
よ
う
に
の
ぞ
き
込
て
、
六
十
一
、
二
年
度
に
か
け
て

む
タ
イ
プ
で
、
水
銀
磁
池
や
リ
チ
実
用
化
テ
ス
ト
を
行
い
、
六
士
―
―

ウ
ム
磁
池
が
内
澱
さ
れ
、
星
明
か
年
度
か
ら
六
十
五
年
度
に
か
け
て

り
な
ど
わ
ず
か
菟
に
よ
霞
射
一
七
十
台
（
彗
一
応
円
）
を
各
方
面
隊

像
を
増
幅
、
四
百
試
先
の
五
誌
の
ヘ
リ
部
ば
に
装
節
す
る
方
鉗
。

夜
間
捜
索
熊
理
だ
っ
た

読売新聞

界
は
三
古
純
ぼ
し
か
な
<
‘
起
伏

の
多
い
甜
況
で
の
夜
間
許
隙
は
む
り

だ
っ
た
」
と
窃
え
た
。

日
航
槻
捜
索
経
‘

毀
な
ど
万
全
を

箇
相
脂
示

巾
曽
恨
訊
は
二
十
日
午
前
の

間
閥
で
、

Fl飢
似
の
慇
沼
巾
故
に

つ
い
て
「

n附
似
、
脅
哭
地
元

訊
防
団
、
凹
倍
い
市
町
村
に
は
、

闘
拇
索
に
な
み
な
み
な
ら
ぬ
一

扇
力
を
い
た
だ
き
、
心
が
ら
、
一

閉

魯

し

上

げ

る
9

と
叩
訊
を
一

汀
詞
汀
直

を
取
り
合
っ
て
万
全
を
皿
し
て
欲

し
い
」
と
各
間
限
に
阻
示
し
た
。
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8/18 サンケイ新聞

N
カ
ッ
ク
ー
で
切
り
開
き
、
胴
体
付
江

に
あ
っ
た
全
遺
体
を
ほ
ぼ
取
容
き
ょ

辛
八
日
以
降
は
、
周
辺
の
器
羞

捜
索
し
追
体
の
発
見
、
取
容
に
あ
た

る
。
ま
た
、
第
ニ
へ
＂
ェ

T
卜
の
完
成

で
、
自
臨
脳
の
バ
ー
ト
ル
型
大
型
へ
JJ

大
型
へ
JJが
扱
入
乳
、
遺
体
の
収
し
か
し
、
時
問
の
経
過
と
忘
に
遺
体

0
ノ
四
11
を
失
っ
た
息
子
の
政
宏
君
（
ー
で
は
こ
れ
ま
で
に
搬
出
、
検
硯
し
た
追
の
発
荘
も
可
能
と
な
り
、
匹
村
の
迎
即

毘
嬰
謳
え
た
が
、
そ
の
数
が
地
え
の
祖
祟
餞
は
ひ
芝
怒
i

方・・，
0

七）
11
皿
大
二
高
二
年
11は
、
ま
た
こ
の
体
は
四
百
四
十
体
前
後
に
の
ぼ
る

g
桐
発
化
、
事
故
霜
査
委
で
も
ス
ゲ
ノ

る
に
つ
れ
て
引
欝
り
手
の
な
い
招
の
こ
の
日
、
夜
ま
で
に
身
元
が
確
認
さ
れ
日
も
、
た
っ
た
一
人
で
斑
の
待
っ
自
宅
て
お
り
、
収
容
作
菜
は
一
応
、
山
を
越
沢
方
面
な
苔
一
ル
ー
ト
の
索
皿
を
早
怠

に
完
成
さ
せ
、

m翠
や
忠
認
の
付
け
栂

数
も
班
え
て
い
く
。
日
航
鬱
原
ら
た
の
は
よ
忘
箪
分
醤
え
た
と
こ
へ
帰
っ
て
い
っ
た
。
四
千
人
近
い
披
索
え
ヤ
p
吏

開

覇

の

雷

か

苫

喜
っ
た
十
七
日
、
器
醤
が
行
ろ
で
面
慧
贋
森
嘉
届
器
晨
、
膝
岡
市
内
で
ジ
ッ
扁
え
な
る
界
の
破
片
を
ヘ
J
J
1
1贔
で

付

苺

釜

故

解

明

に

つ

な

が

負

襄
い
る
多
野
郡
上
野
村
•
閲
鷹
名
前
の
な
い
品
が
い
茄
ら
に
安
鍛
蓋
族
、
紐
を
扱
げ
う
っ
て

m
方
に
連
菰
喝
、
き
ょ
辛
八
日
中
に
も
ら
れ
盃
禁
い
蛍
開
す
ゑ
乱
だ
。

一
部
ル
ー
ト
が
完
成
す
る
具
込
み
で
迪
一
方
、
加
膝
屑
昔
が
篇
十

山
に
八
概
の
大
型
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
披
さ
れ
て
い
く
は
か
り
。
父
親
の
竹
下
元
微
し
て
い
る
拙
苔
や

+Cん
な
の
顔
に

醗
省
航
空
事
故
潤
査
委
且
会
の
叫
西
も
時
前
、
ヘ
リ
で
親
出
を
翡
四
十
分
間
一

入
乳
、
作
菜
は
裔
墓
迎
え
た
。
章
さ
ん
（
者
）
11揺
崎
市
只
沢
町
二
五
餌
労
の
色
が
深
く
磁
く
な
っ
て
い
く
。

今
後
、
早
ま
り
そ
足
。
，
に
わ
た
っ
て
収
欝
菜
な
ど
蒻
磁
。
一

対
策
本
部
で
は
こ
の
日
、
現
出
に
輝
遺
体
の
収
宕
作
菜
に
当
な
念
闘
た
ち
．

京
、
自
翌
邸
、
挫
甜
拐
団
な
ど
＝
＝
＿
を
敵
励
し
た
。

遺
体
収
容
ヤ
マ
越
す

爵
郡
上
野
村
の
勝
落
事
故
磁
で
取
容
作
菜
が
行
わ
れ
、
午
後
四
照
皿
室
送
さ
れ
た
。
こ
の
う
ち
ほ
ぼ
完
全
な
遣
千
七
百
人
を
勁
且
。
ス
ゲ
ノ
沢
の
概
体

は
、
こ
の
日
も
猛
蕗
羮
い
て
遺
体
の
ー
ま
で
に
開
市
に
器
八
十
l

＿
吾
腐
l

甜
二
十
包
前
後
で
、
現
欝
棗
部
胴
体
部
分
を
ガ
ス
バ
ー
ナ
ー
や
エ
ン
ジ

1
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，
．
サ
ー
ビ
ス
。
そ
し
て
遺
体
の
た
め
に
近
と
忌
皐
八
日
か
ら
追
体
の
取
腐
か
し
い
な
9
知
れ
ま
梵
が
、
う
れ
し
ら
＂
え
た
ん
で
す
。
う
ち
は
染
め
物
屋
だ
一

・
＇
を
た
胄
ぃ
。
四
十
庶
わ
詔
す
館
内
菜
を
手
伝

rと
い

う

。

く

な

る

ん

で

す

」

。

し

恩

い

る

で

し

ょ

。

秘

子

さ

ん

の

胸

遺
族
に
麦
茶
、
お
し
ぼ
り

問
地
元
婦
人
会
の
協
力
続
く
で
早
朝
か
ら
襲
ま
で
欝
回
っ
て
い
「
冷
た
い
お
し
ぼ
り
は
い
か
が
で
す
，
同
じ
郊
人
部
の
中
田
は
な
克
辛
の
鵞
い
ほ
ど
わ
か
免
で
す
・
・
。
一

喜

―

―

羞

奮

羞

善

の

な

携

っ

た

嚢

の

贅

麿

、

医

欝

な

ど

＿

喜

、

讐

墨

グ

ッ

タ

JJ°

床
か
」
「
冷
た
い
羞
茶
で
ノ

i四
し
て
四
日
か
ら
体
百
釦
に
こ
も
り
っ
切
り
の
泣
け
ち
ゃ
っ
て
・
・
・
」
。
塁
忍
一

か

闘

市

の

中

窟

に

あ

雷

民

総

合

＿

鵞

盈

喜

磨

え

欝

婦

に

入

る

の

は

習

午

前
3
時
を
回
魯
は
」
。
心
の
こ
も
っ
葬
村
克
ら
の
ズ
。
市
内
で
染
め
物
熔
牡
。
こ
緒
に
El闊
魯
に
頭
み
込
ん
で
尼
崎
一

咎
釦
で
紐
け
ら
れ
て
い
る
遺
体
の
絞
人
会
な
ど
一
般
市
民
の
力
弧
い
協
力
ぃ
う
。
「
生
江
で
摂
此
に
気
が
眼
2
て
接
符
が
追
族
の
絆
線
に
触
れ
る
の
か
雌
の
曰
、
遺
体
が
廊
認
さ
れ
た
田
村
必
郎
市
の
自
宅
か
ら
睛
れ
四
杢
取
り
困
せ
て

視
、
巣
届
臨
は
蘭
の
日
か
ら
六
日
だ
。
い
る
か
ら
」
と
笑
う
竹
内
さ
ん
の
目
は
も
が
「
お

t
i
t
話
に
な
り
ま
す
・
・
・
」
と
心
子
亨
ん
(
〗

'
o
)
1
1

兵
印
以
尼
崎
市1
1
0
1
も
0
い
二
人
で
災
郎
子
さ
ん
の
祖
に
入

た
っ
て
よ
う
や
く
「
l

つ
の
山
を
費
謄
岡
市
臨
工
会
蹟
所
糾
人
部
長
の
竹
直
っ
赤
勾
＇
爾
ぃ
芝
れ
魯
い
う
。
「
座
芝
凶
、
相
士
え
と
話
し
た
中
田
克
れ
て
や
っ
た
と
い
う
。
翡
に
造
っ
た

た
」
（
器
師
団
）
。
「
班
落
現
出
わ
吾
内
一
江
克
（
委
）
は
、
検
祝
、
身
1

蘊
竹
内
克
方
で
は
、
市
内
で
肉
店
を
れ
な
い
声
で
ポ
ッ
晶
ツ
リ
話
し
始
め
は
、
涙
が
止
ま
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
遺
脳
の
脳
衷
か
ら
は
「
群
馬
眼
聡
岡

め
こ
の
種
の
事
故
状
況
か
ら
す
楓
認
作
菜
が
始
ま
っ
た
十
四
日
か
ら
固
体
経
包
て
い
る
が
、
店
の
方
は
夫
、
好
て
く
れ
免
で
す
。
と
な
た
の
話
を
佃
た
と
い
う
。
市
」
と
い
う
地
名
は
生
皿
泊
え
な
い
だ

例
の
熙
晨
」
（
巴
と
い
う
。
世
嘉
に
つ
め
っ
き
り
。
闘
に
あ
菟
覧
（
全
）
に
桂
着
。
闊
の
競
・
っ
て
も
恥
が
緊
れ
て
ね
・
・
・
。
で
も
そ
「
器
竿
克
は
来
謡
成
人
式
裔
ー
ろ
う
。
そ
し
て
藤
岡
市
で
習
裔
民

界
の
航
空
史
上
最
班
の
大
熔
事
。
困
難
医
師
、
贅
双
官
や
遺
体
と
訳
の
対
血
を
ら
拙
話
防
団
の
副
分
団
長
を
つ
と
め
ん
な
時
、
本
当
に
心
が
触
れ
合
え
な
ん
え
る
や
ヤ
ん
で
す
よ
。
そ
れ
で
お
伍
さ
の
饂
か
い
思
い
や
り
も
。

な
鼠
妥
え
た
の
は
・
接
、
作
菜
に
す
る
追
族
に
麦
茶
、
お
し
ぼ
り
な
ど
を
る
屈
刃
、
絃
夫
さ
ん
（
呑
遥
他
の
団
以
だ
な
あ
と
感
じ
て
、
こ
ん
な
耳
い
方
お
ん
が
小
迫
い
を
た
め
て
聞
れ
滋
を
あ
っ

-70-



読売新聞

開
岡
、

K
肘
】
「
氾
族
の
方
た
ち
と
爺
み
“
を
わ
か
ち
臼

い
た
く
て
」
「
炎
．
天
下
の
披
索
の
苗
刃
を
せ
め
て
金
晶
で
側
血
ぽ

助
し
て
あ
げ
た
い
」
ー
0
F
l晨
朕

欝

故

m牲
打
の
四
休
収

宕
、
翔
醤
認
作
業
葵
饒
を
迎
え
て
い
る
が
、
盟
族
や
川
当

し
て
い
る
・
い
爵
‘
繁
察
、
辿
元
自
治
体
、
訊
闘
な
ど
に
直

か
｀
氾
翌
3

ら
れ
る
激
励
の
手
紙
や
金
＂
山
は
刑
え
紐
け
る
ば
か
り
。

二
十
六
日
ま
で
に
邸
地
の
肝
馬
虹
IIU
岡
市
役
所
と
K
野
寸
位
tlに

mい
た
分
だ
け
で
も
叫
金
が
約
一
千
百
万
円
、
手
紙
は
百
四
十

迎
、
物
晶
も
百
四
十
五
件
に
速
し
て
い
る
。
夏
の
レ
ジ
ャ
ー
四
111を

そ
っ
く
り
送
っ
て
き
た
れ
名
、
誨
生
日
の
況
立
を
取
り
や
め
て
窃

付
を
111し
出
た
年
配
の
夫
婦

i.0
「
同
じ
日
本
人
と
し
て
見
過

r」
し
に
出
来
な
い
」
と
い
う
恥
か
い
心
の
輻
が
広
が
っ
て
い
る
。

か
：
：
：
」
と
栂
旅
禍
耕
芍
腋
た
に
翡
が
師
認
さ
れ
た
の
は
わ

岡
市
の
新
井
総
籾
部
2
も
「
限
近
ず
か
五
四
体
oniJ
日
の
六
潤
体
を

の
枇
相
は
軽
ち
ょ
う
揺
翌
い
わ
も
下
回
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
限
低

れ
ま
す
が
、
い
ざ
と
い
う
時
は
励
と
な
っ
た
。
冴
元
判
旧
は
計
四
百

苔
い
で
す
。
門
さ
ま
の
節
点
迎
八
士
ハ
四
体
と
な
っ
た
が
、
先
細

り
翡
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と

Eて
い
＜
霊
翡
に
、
農

普
、
開
岡
市
、
蒻
村
と
も
股
た
ち
は
苫
悩
と
い
ら
だ
ち
を
功
ら

索
活
勁
の
合
皿
を
見
て
礼
状
づ
く
せ
て
い
る
が
、
同
体

n
mに
は
、

り
に
追
わ
れ
て
い
る
。
ま
だ
六
氾
体
と
約
百
九
十
の
部
分

闘

翡

水

、

果

物

、

ィ

ン

ス

身

元

確

認

、

今

屈

が

残

っ

て

い

る

。

タ

ン

ト

ラ

ー

メ

ン

な

ど

の

＂

叩

物

を

こ

れ

ら

の

収

体

に

つ

い

て

は

、

2
7
-

川

け

る

人

も

多

い

。

と

く

に

迎

月

一

杯

は

続

行

Ilt闘
望

闊

医

師

会

な

ど

日
、
二
千
裔
人
の
隊
い
を
拉
紐
同
脱
岡

u
n航
閥
懇
壻
器
訊
心
に
な
り
、
履
‘
贋
、

喜
て
い
合
晟
に
は
、
訂
叫
牲
嘉
祖
蘭
は
、
き
ょ
う
二
冊
陰
ゃ
身
休
の
乱
、

lil後

8
1
 

翡
水
四
千
五
固
本
、
辿
元
群
馬
十
七
日
か
ら
闘
が
郎
小
さ
れ
る
に
は
租
衣
の
沈
菰
ネ
ー
ム
ま
で

一

の

開

欝

か

ら

靡

在

厳

キ

ャ

が

、

翡

翡

終

嬉

註

祁

調

べ

た

。

こ

の

闊

デ

ー

タ

を

一

，
こ
の
激
励
の
手
訊
や
箪
品
は
、
佼
奴
か
れ
た
『
上
野
』
の
文
字
に
区
、
主
婦

m附
秀
千
さ
ん
）
な
る
か
わ
か
ら
な
い
。
地
元
で
大
因
ベ
ツ
が
大

mに
岡
ら
れ
て
い
歪
ほ
て
い
る
雌
体
の
均
元
価
認
作
芙
は
人
が
一
作
ず
つ
受
け
拉
っ
て
突
き

北
洞
追
か
ら
ブ

itiま
で
の
全
国
か
四
封
の
邸
配
り
を
瓜
じ
た
」
（
即
ど
、
心
の
こ
も
っ
た
手
訊
が
狙
次
r
j
l
が
起
き
た
間
、
白
沿
体
は
艇
四
か
、
冷
や
や
っ
こ
川
の
豆
邸
、
t
5

少
な
く
と
も
今
月
い
っ
ば
い
は

C
わ
せ
て
い
く
作
業
を
続
け
て
い

ら
屈
け
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
巾
故
木
虹
日
光
市
•
井
口
忠
太
郎
さ
い
で
い
る

q

で
救
済
に
全
力
段
球
し
な
け
れ
ば
仇
川
の
f
iな
ど
も
氾
し
＾
れ
ら
れ
紐
け
ら
れ
る
口
湖
通
し
と
な
っ
た
。
る
が
、
う
ち
数
体
は
「

m
代
の
医

が
全
国
に
与
え
た
街
撃
の
大
き
さ
ん
）
、
ま
た
、
炎
天
下
の
汗
ま
み

fle因
聡
出
で
後
衣
洛
但
の
役
目
な
ら
な
い
。
圃
じ
日
本
人
団
士
、
て
い
る
。
群
馬
瓜
腎
、
口
本
航
空
が
二
土
ハ
学
で
は
も
う
ど
う
す
る
こ
と
も
で

を
が
し
て
い
る
。
と
4
に
、
奇
跡
れ
の
製
索
活
動
を
見
て
「
二
十
二
を
果
た
し
て
い
る
品
四
村
役
叫
、
頑
張
っ
て
、
と
い
い
た
い
」
と
JJJ

こ
れ
に
対
し
、
上
野
村
の

m＊
日
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
、
と
く
き
な
い
」
（
太
Ill武
史
・
昨
馬
梨

忘
い
え
る
四
人
の
生
存
名
に
は
日
の
主
人
の
誕
生
日
は
、
例
年
、
腺
岡
市
役
由
暉
口
に
対
す
る
激
励
金
十
万
円
を
送
っ
て
き
た
。
ま
荘
平
助
奨
六
n-
）
は
「
同
じ
日
本
人
に
日
航
側
は
「
合
問
火
罪
、

O
M
灰
師
会
叩
会
級
）
の
も

m実
と
い

麿
し
た
人
が
多
く
、
「
器
屯
況
襄
欝
て
い
群
が
、
今
年
も
目
立
つ
。
盟
麿
間
、
無
た
、
上
野
村
、
膵
岡
市
が
以
祭
り
と
し
て
、
合
は
界
領
だ
地
に
闘
な
ど
元
苓
月
中
に
行
う
苔
え
う
。
し
か

KIaI彗
低
、
「
新

搬
出
の
際
、
体
に
か
け
ら
れ
た
潤
は
中
止
。
そ
の
四
嬰
且
の
活
職
杉
田
麿
さ
ん
（
七
在
は
「
人
HU
を
中
し
た
た
め
、
東
東
祁
中
野
落
ち
て
い
ま
せ
ん
。
木
当
に
こ
の
は
な
い
」
と
し
て
い
る
。
た
な
雌
体
が
兄
つ
か
ら
な
い
限

闘
の
印
ば
ん
て
ん
、
大
き
く
染
一
動
の
一
助
に
」
（
広
皿
市
佐
伯
が
生
き
て
い
る
以
上
、
何
が
起
こ
区
の
川
木
J

わ
さ
ん
は
「

Mg一
人
た
ち
に
な
ん
と
開
し
て
い
い
同
体
乱
で
二
十
六
日
に
、
新
り
、
今
月
い
っ
ぱ
い
が
一
つ
の
ヤ

ー
マ
」
と
し
て
い
る
。

甘

晶

悶

靡

故

の

一

函
よ
に
し
て
い
た
の
に
…

・
:
1
1
.
’
.

〗

-
l
'

ウ
.
感
心
拭
し
た
。
こ
の
お
金
で
疲

れ

を

っ

て

下

さ

い

」

と

荘

万

円

漬

品

引

き

渡

し

作

業

が

紐

け

ら

れ

5,[t、5
;

口

を

111け
て

き

た

。

そ

い

る

前

屈

市

の

群

屈

眼

t
寮
学

職

巾

故

を

目

撃

し

た

人

か

ら

の

艇

校

に

は

、

二

十

六

日

も

四

族

が

肪

村野

り

も

多

い

。

長

野

皿

北

促

久

郡

印

れ

、

八

十

四

家

族

が

四

百

五

十

二

J

翡
‘
四
菜
揺
骰
人
克
（
五
o)

点
の
麿
象
に
し
た
。
残
る
追

るけ
は
、

m故
茄

生

当

時

、

花

畑

で

お

品

は

約

＿

―

-

百

点

。

分
蘭
の
切
蒻
を
し
て
い
て
、
―
―
―
-

を

m山
方
血
で
大
音
限
を
間
き

m故

仕紙
を
知
っ
た
。
篠
原
さ
ん
は
ジ
ャ
ン

手の
ボ
槻
を
烈
mし
た
こ
と
も
あ
り
、

励
「
猥
牲
名
は
さ
ぞ
無
念
だ
っ
た
で

し
ょ
う
」
と
切
っ
た
ば
か
り
の
苅

激

の
花
一
箱
党
皿
岡
市
陪

mの
tJJ故

対
部
＾
＂
け
た
。

日航惨事

瓢
遺
全
国
か
ら
手
紙
や
金
品

-7 1 -
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痩

索

、

た

こ

と

か

ら

辿

体

の

大

半

は

瓜

形

わ
っ
た
が
、
舅
は
IUl曰
、
収
容
を
と
ど
め
て
い
た
。
最
も
眼
閲
の

し
た
四
百
九
十
二
辿
体
の
分
布
図
激
し
い
迎
体
は
牒
訂
部
分
が
激
突

を
発
表
し
た
。
し
た
四
皿
厄
根
で
ほ
と
ん
ど
は
靡

そ
れ
に
よ
る
と
、
追
体
の
分
布
断
し
た
り
、
炭
化
し
て
い
た
。
'
-

区
域
は
面
北
五
声
財
、
東
四
二
百

討
に
及
び
、
槻
体
後
部
が
激
突
し

た
ス
ゲ
ノ
沢
付
近
の
辿
体
数
が
最

晶
ジ
ャ
ン
ポ
槻
朕
欝
故
以
．
察
国
、
自
餌
隊
い
に
ま
じ
っ
て
雙
十
歳
ま
で
の
村
伶
辺
挫
日
七
十
＾
一
躙
叫
に
121入
、
裔
醗
似
器
森
然
も
多
＇
ヽ
百
拳
九
体
に
上
っ
て
い

翡
け
ら
れ
て
き
た
上
膨
村
の
御
一
索
活
勁
に
協
力
し
て
き
た
村
訂
防
が
加
入
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
同
一
救
出
に
口
献
し
、
全
国
篇
の
消
奇
し
か
し
、
後
琶
果
っ
て
い

儡
山
一
甜
で
の
器
‘
迫
品
の
闘
の
活
皿
ぶ
り
は
ハ
ッ
ピ
に
大
闊
翡
子
の
約
二
暉
に
あ
た
防
質
か
ら
「
鵞
が
胄
」
と
一
，
＇
，
＇
’
●

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9

ハ
．9
9
9
9
9
9

●9
9
9
,

＇
：
＇
•
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9

●9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
,

＇
：
'
:
:
＇

9
9
9
9
,
．．．． 

農
は
二
十
七
日
で
一
応
打
ち
切
考
麿
抜
か
れ
た
「
上
野
」
の
る
。
同
開
闘
で
は
こ
れ
ま
で
、
た
た
え
ら
れ
た
。
ま
た
、
大
詰
め
や
腺
岡
市
の
迎
休
安
四
所
に
投
入

ら
れ
た
が
、
け
わ
し
い
山
中
、
し
文
字
と
と
も
に
、
鮮
や
か
な
印
組
五
回
に
わ
た
っ
五
べ
四
百
五
十
欝
の
捜
索
の
骸
底
を
期
す
た
一
さ
れ
た
頭
け
、
自
腐
且
、
泊

か
も
災
天
裏
と
い
う
郡
条
件
で
、
を
残
し
た
。
人
を
冒
し
て
い
る
。
事
故
発
生
め
、
日
皿
日
の
二
十
五
日
に
も
、
一
人
―
防
隊
は
は
延
べ
七
万
四
悶
に
の

め

押

喜

。

こ

の

ぽ

か

、

製

醤

i

-

骨

迅

（

み

よ

し

賃

万

と

発

は

な

ど

哀

め

る

と

十

万

人

近

い

7272

一
こ
れ
ま
で
裔
に
動
い
さ
れ
た
郎
一
屑
闘
に
は
十
八
歳
か
ら
互
麿
の
士
＝
日
に
は
、
全
団
い
を
休
曰
返
上
で
捌
鵞
に
協
力
。

9

.

 

空
前
の
大
励
且
と
な
っ
た
。

団
騒
は
「
火
災
で
年
に
一
、
二
回
一
ま

蒻

忍

を

な

い

か

の

屑

0
警

力

胄

韮

翠

二

都

府

瓜

喜
一
万
四
千
人
、
自
應
闘
―
―

ー
〉
威
万
七
閃
‘
酒
防
隊
貝
＿
羊
人
で

が
、
一
醤
皿
に
五
回
も
出
門
た
＿

1
限

鱈

闘

鰐

闘

[

[

の

で

も

一

日

喜

四

千

六

百

人

。

こ

の

う

と
わ
ず
に
習
う
け
ぞ
れ
た
゜

""3
速

{

ち

略

沼

即

應

品

旦

闘

訃
し
た
い
。
差
、
全
国
の
人

1
月

日

機

千

五

百

人

、

同

衛

隊

い

一

万

二

千

た

ち

が

注

目

す

る

中

で

羅

荏

空

耀

30"月。辛
人

ま
た
、
使
川
さ
れ
た
ヘ
リ
コ
プ

3
 

串
が
で
き
た
こ
と
に
詭
り
を
特
っ

謬

い

い

麟

彗

鱈

員

固

リ

タ

ー

数

は

延

べ

言

―

二

十

機

に

述

い

な

い

」

と

語

る

。

発

へ

し

た

。

い

式

5

も
自
衛
隊
や
悔
上

保
安
庁
、
他
の
部
府
瓜
四
か
ら
の

応
坦
で
lJl故
の
際
の
ヘ
リ
コ
プ
タ

遺

体

は

ス

ゲ

ノ

動

―

沢

付

近

に

集

中

瓜

慕

二

十

七

日

茫

J

め
た
と
一
ー
の
威
力
を
兄
せ
つ
け
た
。

眉
‘
分
布
状
況
を
塁
こ
ろ
に
よ
る
と
、
十
二
日
の
直

貝
醤
黙
路
叫
閲
叫
の
追
休
発
生
か
ら
二
十
七
日
ま
で
に
郎
坦

按索を応扱する上野村消防団員

読売新

休
H
返
上
で
捜
索
に
協
力

聞
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覇
祭
の
航
空
事
故
調
晨
塁
翠
九
日
発
衷
し
た
日
要
ジ
ャ
ン
ポ
器
蓉
事
故
の
第
三
次
中
問
塁
畠
の
な
か
で
、
空
器
醤
篇

に
山
胆
に
晨
す
る
手
前
で
、
二
筈
に
わ
た
っ
て
別
の
醤
に
霞
、
右
直
の
一
部
が
も
考
と
ら
れ
た
り
、
詞
体
の
一
部
を
破
祖
た
り
し

て
い
た
こ
と
が
は
っ
き
り
し
た
。
楓
体
の
残
が
い
分
布
状
況
か
ら
わ
か
っ
た
5
あ
で
、
翠
突
璃
溺
の
手
前
一
キ
p

以
上
の
地
点
か
ら
激
突
地
点
に

か
け
て
の
山
中
か
ら
、
約
三
百
点
も
の
破
片
が
回
収
さ
れ
た
。
磁
体
は
、
右
側
を
大
き
く
下
げ
、
横
倒
し
状
匹
で
突
っ
込
ん
だ
と
み
ら
れ
る
。

概
体
が
翌
初
に
霞
し
た
の
は
、
徳
が
、
カ
ラ
マ
ツ
に
ぶ
つ
か
っ
た
シ
い
か
、
と
さ
れ
て
い
た
欝
羞
付
た
。
壁
体
が
右
主
塾
下
に
、
ほ
醤

懲
竺
、
五
＝
＝

lo"い
の
昂
浪
に
生
え
ョ
ッ
ク
で
外
れ
落
箆
も
い
。
け
た
。
右
主
認
内
側
の
第

l-＿
エ
ン
ジ
倒
し
に
な
っ
て
山
瞑
に
翌
界
半
4
J

て
い
た
薗
爵
二
十
tJ
の
カ
ラ
マ
ツ
第
四
ニ
ン
ジ
ン
本
体
の
そ
ば
で
ン
を
合
む
大
元
の
破
片
が
見
つ
か
っ
と
を
う
か
が
わ
せ
た
。
こ
の
あ
と
、

で
、
監
突
地
点
の
詈
衷
型
＇
百
店
は
、
垂
直
捺
笏
一
部
が
見
つ
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
右
鼻
の
か
な
父

3

胴
体
は
大
き
く
六
つ
の
部
分
に
祈
れ

の
地
点
。
こ
の
木
は
、
高
さ
古
篠
た
。
垂
腐
徴
の
大
部
分
籍
屑
部
会
が
、
こ
の
段
階
で
も
げ
落
ち
た
た
。
裟
ろ
の
二
つ
の
部
分
だ
け
は
、

ど
の
と
こ
ろ
で
す
っ
ぱ
苫
切
合
上
で
失
わ
れ
た
が
、
プ
ラ
プ
ラ
の
状
可
善
醤
い
、
と
い
う
。
ほ
ぽ
原
形
を
と
と
め
た
ま
ま
約
二
百

て

い

た

。

胆

と

な

C
な
が
ら
叢
裟
ま
で
胴
体
に

E
窟
者
を
京
か
せ
た
の
は
、

U
宇
筵
い
斜
屡
、
群
生
す
る
カ
ラ
マ

こ
の
カ
ラ
マ
ツ
か
ら
進
行
方
回
J

つ
な
が
っ
て
い
た
前
緑
部
分
も
、
力
形
の
癖
か
ら
激
突
地
点
ま
で
の
阿
の
ツ
を
押
し
倒
し
な
が
ら
派
り
幸
ち

向
か
っ
て
五
十
ー
―
―
―
百
認
既
れ
た
埠
ラ
マ
ツ
に
接
紐
し
た
は
ず
み
で
吹
き
六
カ
所
に
、
胴
体
笈
部
の
付
組
み
の
た
。
奇
眸
的
に
四
人
が
数
出
さ
れ
た

所
に
は
、
空
辰
の
外
側
に
あ
る
第
飛
ん
で
し
ま
っ
た
ら
し
い
。
一
部
が
苺
下
し
て
い
た
点
。
胴
体
の
も
、
こ
の
消
苺
で
砺
突
の
エ
ネ
ル

四
エ
ン
ジ
ン
の
破
片
八
ナ
密
応
が
敵
カ
ラ
マ
ツ
か
ら
恕
ユ
百
疑
進
ん
だ
も
、

U
宇
形
の
碑
に
至
裁
が
接
紐
ギ
ー
が
吸
収
さ
れ
た
た
め
だ
っ
た
。

乱
し
て
い
た
。
エ
ン
ジ
ン
を
主
況
に
尾
磁
に
は
、
巨
大
な
ナ
イ
フ
で
削
っ
し
た
段
階
で
、
か
な
り
大
き
く
破
狙
．
ー
，

う
り
下
げ
る
パ
イ
ロ
ン
や
、
エ
ン
ジ
た
よ
う
な
U
完
加
の
海
が
残
っ
て
い
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。

＿
ン
を
哀
っ
て
い
る
カ
ウ
リ
ン
グ
な
と
た
。
そ
の
先
の
谷
に
は
、
右
主
房
震
の
晨
地
点
で
は
、
翌
蓋

＿
＿
い
襲
註
汀
訂
且
且
鱈
託
鰐
麟
蒻
一

止
ま
っ
て
い
た
。
第
四
エ
ン
ジ
ン
全
主
認
が
接
胆
し
て
出
来
た
の
で
は
な
菩
し
た
軍
韓
が
す
べ
て
菜
ま
っ
て
い
一

環
嘉
讀
訓
点
も
の
破
片
散
乱

： 

I EC O... i 5 0 Du, 1 

/．` 翠芯砕ぷ
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履
ま
で
琶
酋
認
が
で
き
な
か
っ
た
日
椴
紐
叩
政
の
酋
著
の
部
荏
器
の
裔
火
郡
が
豆

れ
、
ー
百
四
十
設
、
五
百
＝
干
人
が
因
卑
あ
お
別
れ
を
し
た
が
、

m故
処
嬰
ど
に
偲
わ
っ
た
本
昭

閲
屈
も
、
日
照
僻
登
な
ど
に
混
じ
っ
て
参
列
し
た
。
出
虹
式
で
は
、
四
脳
の
代
衷
か
ら
、
地
元
の
出

故
揺
岡
に
わ
た
る
協
力
に
対
し
て
お
礼
が
述
べ
ら
れ
、
照
構
寺
を
ホ
ッ
と
さ
せ
た
。
し
か
し
、

m

醤
認
闘
に
阻
っ
た
腹
岡
市
市
体
育
の
江
て
臼
え
に
伴
う
曰
威
に
対
す
る
五
四
腐
求
闊
や

屑
の
娯
蒻
、
訥
翡
籍
な
ど
、
開
内
で
は
扉
の
腐
は
甚
喜
翌
苔
に
。

[

-

[

 

、'.. ‘、ミ、●ヽ'、、‘、,‘
.. 
＾
V

、ぶ‘,‘ゞ，．

•
9
9
、
さ
、
‘
‘
、
ク
＼
，
9
‘
；
・
〉
、
、
べ
．

S

・
／
・
ゞ
、
•
'
哀
忍
”
芯
ぶ
ゞ
ゞ
虞
‘
‘
‘

一

の

笞

ぼ

札

息

羞

、

一

且

籍

覇

肩

慧

運

へ

す

。

開

暑

‘

す

で

に

'

ヽ

ヽ

且

、

晶

忍

息

善

羞

届

欝

月

に

つ

い

て

触

か

督

岳

腐

に

窃

っ

芦

開

”

―

r

ー
、
し
じ

Y
V
阿
し
ま
す
J

全
＜
通
祖
で
れ
、
「
早
い
闊
に
欝
襲
紐
罰
醤
に
予
定
さ
れ
て
い
る
。
一

ぞー、
J
歪

」

話

し

た

。

Int閾

名

は

「

う

れ

し

設

、

四

膀

罰

ち

に

な

暑

奏

晋

墨

闘

に

つ

い

か
っ
た
。
四
民
を
あ
げ
て
四
朕
た
っ
て
、
符
来
に
わ
た
り
t
翌
守
っ
て
は
、
翌
山
口
か
ら
蟷
四
以
、
四
i

ち
の
た
め
に
尽
く
し
た
こ
と
が
わ
て
い
き
た
い
」
と
辺
歴
に
約
束
し
註
の
晋
覇
り
、
残

P
薔

以

か
っ
た
も
ら
え
た
」
と
話
し
て
い
た
。
．
を
歩
辺
に
す
翌
い
う
訊
想
で
、

た

。

菩

日

は

号

5-l+l
日
の
収
曰
h
印
に
打

t
し
て
い
る
。
―

r
 

....•..• 

-
m内
か
ら
治
製
知
位
器
の
扱
、
虜
烈
唇
一
困
切
四
窓
は
閑
、
忍
｛
目
と
翌

.m、
墨
沢
丈
夫
上
野
村
に
仮
安
塁
0

れ
る
が
、
納
筍
堂
や
山
道
は
日
那
叩
に
四
用
を
求
め
る

溢
笙
i

．．．． 
疇●●疇●●●

豆
が
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
。
「
多
昂
1
碑
が
九
設
さ
れ
れ
ば
、
移
つ
も
り
だ
が
、
団
沢
村
民
は
「
広

＜
郡
財
を
集
め
る
こ
と
も
寄
え
て
・

く
の
/
J

祖
体
を
f
J

迫
底
の
も
と

い
る
。
要
求
が
ま
し
く
な
い
よ
．

に
逗
古
J

と
双
で
き
ず
、
残
念

な

が

ら

ダ

ビ

に

付

す

こ

と

に

な

っ

う

、

話

し

台

っ

て

い

き

た

い

」

と

た

」

と

迫

味

に

合

同

火

那

に

い

た

話

す

。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
出
阻
式
で
、
本
喋
閲

.'” •••• 

i
隠

に

対

喜

薗

の

lF1甕

含
菜
を
述
ぺ
た
の
は
、
口
朕
を
代

翠
し
て

m疫
に
あ
い
さ
つ
に
立
っ

苔
佃
蛮
子
さ
ん
（
四
―
―
-
）
（
大
阪
府

箭
市
粟
生
皿
谷
）
。
．

吉
把
元
は
を
亡
く
し
た
の

だ
が
、
「
八
月
十
二
日
以
来
、

悪
レ
と
い
い
知
れ
ぬ

nり
を

・
む
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

地
R
の
方
々
の
大
老
な
気
拮
ち
で

芦
3
心
を
和
位
け
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
四
均
の
四
罰
勁
や
荘

＿
酋
認
作
菜
に
不
眠
不
体
の
f

」努

ガ
や
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
た
ち
の

H
か
い
心
に
支
え
ら
れ
心
の
既
叫

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ど

嘉
孔
申
晶
て
い
い
か
わ
か

り
ま
せ
ん
。
こ
の
四
か
月
の
皿
、

心
か
ら
あ
り
が
と
う
と
申
し
上

げ
る
だ
け
で
す
。
私
た
ち
肉
四

医
師
努
力
の
成
果

虚
迄
瓢
警
察
庁
も
高
く
評
価

日
那
機
事
故
箔
牲
考
の
臭
元
血
の
際
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
」
と
注
自
一
を
切
し
た
後
半
は
、
由
型
か
ら
臭

認
作
菜
は
、
二
日
新
た
に
三
遺
体
し
て
い
る
。
元
を
割
り
出
す
血
科
医
の
匹
闘
が

の
襄
元
が
確
認
さ
れ
、
こ
れ
で
五
、
今
回
器
哉
で
自
元
確
認
に
参
自
立
っ
た
。
こ
の
中
に
は
、
わ
ず

百
一
遺
体
が
翡
‘
翠
歪
示
確
認
加
し
た
医
師
、
歯
科
医
師
は
｀
ピ
ー
か
に
残
っ
た
中
担
一
本
の
襲
ゃ
[

櫻
皐
九
体
と
な
っ
た
。
唇
ク
時
の
一
日
当
た
り
二
璽
十
人
慕
二
、
―
―
―
本
し
か
な
い
潤
ぐ
き
一

の
鷹
が
ひ
ど
い
だ
け
に
、
事
故
を
最
高
に
延
べ
千
二
百
人
。
坤
元
か
ら
燒
を
割
品
足
も
の
も

当
初
祠
遺
体
ぐ
ら
い
は
身
元
が
一
藤
岡
市
は
も
と
賓
盟
、
高
ぁ
り
、
瞑
響
を
珠
か
せ
た
。

慕
全
岱
蚕
残
忍
で
は
な
筒
、
伊
勢
岡
市
の
全
貪
の
四
分
陣
頭
指
揮
に
当
た
っ
て
い
歪
県

苔
と
さ
れ
て
い
た
だ
け
に
、
の
三
が
贄
さ
れ
た
。
．
貪
の
大
医
師
会
の
太
田
武
史
副
会
長
は

翠
言
薔
的
な
判
明
半
が
間
菜
医
で
あ
る
た
め
、
午
「
曲
が
り
な
り
に
も
こ
こ
ま
で
こ

寧
。
こ
こ
ま
で
こ
き
つ
け
る
こ
一
前
、
午
後
の
二
班
に
分
爵
、
本
ぎ
つ
け
含
だ
の
は
、
お
気
の
毒

と
が
で
き
た
背
景
に
は
、
眼
警
に
来
の
診
訊
活
勁
と
の
二
本
立
て
の
な
遥
族
に
一
体
で
も
多
く
の
遺
体

全
面
協
力
体
間
を
と
っ
た
瞑
翠
師
交
代
制
。
文
字
遥
り
不
眠
不
休
の
を
返
し
て
ゃ
り
た
い
、
と
い
う
零

会
、
胄
医
師
会
の
存
在
が
あ
一
体
制
が
と
名
た
。
師
の
使
命
感
で
し
ょ
う
」
と
話
し

り
、
誓
霰
庁
で
も
「
大
規
模
事
故
と
り
わ
け
確
認
作
菜
が
回
筵
さ
て
い
る
。
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遺
体
の
判
明
率
は

96％
に
も

瞬
置
納
骨
堂
建
設
‘
霊
守
る

-74 -



日航 12 3便墜落事故対策の記録

昭和 6I年3月 印刷発行

編集発行 群馬県総務部消防防災課

印 刷 株式会社中島プリント商会




	目次
	第1　事故の概要
	1.　事故発生日時及び事故に至る経緯
	（1）事故発生日時
	（2）事故に至る経緯

	2.　発生場所
	3.　事故航空機
	4.　被害の状況
	（1）搭乗者
	（2）死傷者
	（3）山林焼失

	5.　事故原因

	第2　関係諸機関の対応の状況
	1.　群馬県の対応
	（1）組織体制
	ア　対策室の設置
	イ　事故対策本部の設置
	ウ　上野現地対策本部の設置
	エ　藤岡現地対策本部の設置

	（2）活動内容
	ア　県対策本部関係
	イ　上野現地対策本部関係
	ウ　藤岡現地対策本部関係
	エ　県議会関係


	2.　上野村の対応
	（1）組織体制
	ア　事故対策室の設置
	イ　事故対策本部の設置

	（2）活動内容
	ア　墜落現場の確認活動
	イ　炊き出し等の支援
	ウ　警察、自衛隊等の施設の確保
	エ　資機材の調達及び支援村民の確保
	オ　環境衛生対策
	カ　身元未確認遺体の引取リ及び遺骨の安置


	3.　藤岡市の対応
	（1）組織体制
	事故対策本部の設置

	（2）活動内容
	ア　遺体収容施設の確保
	イ　遺族等に対する支援
	ウ　火葬手続きの便宜
	エ　環境衛生対策
	オ　民家奉仕団体の連絡調整


	4.　近隣町村の対応
	（1）住民に対する広報と消防団員の待機
	（2）対策従事者の宿泊施設の確保

	5.　消防機関の対応
	（1）多野藤岡広域消防本部（署）
	ア　事故対策消防本部の設置
	イ　活動の内容
	（ア）墜落場所確認のための情報等収集
	（イ）消火・救助活動
	（ウ）捜査・救助活動
	（エ）生存者の救急搬送
	（オ）遺体の搬送・収容
	（カ）ヘリポートの管理保全


	（2）上野村消防団
	ア　操作・救助活動
	イ　遺体の操作・収容

	（3）藤岡市消防団
	ア　遺族対策
	イ　遺体の納棺及び搬送

	（4）隣接市町村の消防団等
	ア　新町、鬼石町、吉井町
	イ　万場町、中里村消防団
	ウ　高崎市等広域消防本部（署）
	エ　その他の消防団

	（5）場外消防機関

	6.　群馬県警察の対応
	（1）組織体制
	ア　対策室の設置
	イ　事故対策本部の設置
	ウ　現地対策本部の設置

	（2）活動内容
	ア　墜落現場の確保
	イ　生存者の確認
	ウ　遺体の操作・収容
	エ　遺体の検視及び身元確認


	7.　自衛隊の対応
	（1）組織の体制
	ア　指揮所の設置
	イ　部隊の編制

	（2）活動の内容
	ア　全般
	イ　部隊の推進
	ウ　生存者の救出
	エ　遺体の操作・収容活動



	8.　民間協力団体の対応
	（1）日本赤十字社
	（2）医師会・歯科医師会等の医療団体
	（3）電信・電力関係
	（4）民会奉仕団体

	第3　事故対策活動の実施状況
	1.　現場の操作と確認
	2.　青邨社の発見と救出
	3.　遺体の操作・収容
	4.　遺体の検視・身元確認等
	（1）検視
	（2）身元確認
	（3）遺体の安置
	（4）火葬

	5.　衛生環境対策
	（1）医療関係者の確保
	（2）食虫毒の防止措置
	（3）し尿・廃棄物処理
	（4）火葬場の確保
	（5）防疫活動

	6.　遺族及び対策従事者に対する奉仕活動
	（1）上野村関係
	（2）藤岡市関係

	第4　事故対策の教訓と課題
	1.　陸上交通確保の困難な場所での火事対策
	2.　衛生、環境対策の重要性
	3.　民間団体の奉仕活動の重要性
	4.　事故対策機関の活動の調整のあり方
	5.　事故対策等に要した経費の負担
	6.　地元における今後の対応

	（参考資料）
	1.　乗客・乗員524名の座席Ⅰ
	2.　国関係の事故対策本部等の設置状況
	3.　国・関係機関の現地視察状況
	4.　日航機事故対策主要事項
	5.　日航機事故対策動員状況
	6.　遺体の捜査・収容から遺族への引き渡し経過
	7.　遺体の収容・身元確認・引き渡し・火葬状況
	8.　公共施設使用状況
	9.　国及び「県の感謝状贈呈状況
	10.　新聞報道




